
1

階
級
社
会
の
算
術
そ
の
二

―
―
植
民
時
代
に
お
け
る
南
北
ア
メ
リ
カ
の
算
術
に
関
す
る
一
考
察
―
―小

倉
金
之
助

　
こ
れ
は
輝
か
し
く
偉
大
な
る
思
想
の
歴
史
で
は
な
い
。
人
は
こ
こ
に
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
た
だ
「
学
者
」
の
無
視

す
る
、
民
衆
の
物
質
生
活
の
影
を
見
出
す
の
み
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
中
に
は
、
植
民
地
と
母
国
と
の
間
の
文
化
交
渉

に
関
す
る
、
重
大
に
し
て
困
難
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
一
篇
が
い
か
に
貧
し
き
未
成
品
な
る
に
せ

よ
、
私
は
あ
え
て
こ
れ
を
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の
継
承
者(

1)に
捧
げ
、
特
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
教
え
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

私
は
資
料
の
基
礎
を
、
ア
メ
リ
カ
の
有
力
な
る
数
学
史
家
カ
ー
ピ
ン
ス
キ
ー
が

L
ist

of
A
rith

m
etics

an
d
A
rith

m
etical

W
ork

s
p
u
b
lish

ed
in

A
m
erica

b
efore

1800

と
題
し
て
、
彼
の
著
作

L
.
C
.
K
arp

in
sk
i,
T
he

H
istory

of
A
rithm

etic,
C
h
icago

an
d
N
ew

Y
ork

,
1925,

p
p
.85–97.

に
掲
げ
た
書
目
―
―
以
後
こ
れ
を
『
カ
ー
ピ
ン
ス
キ
ー
書
目
』
と
呼
ぼ
う
―
―
に
置
い
た
。
こ
の
書
目
は
完
全
な
も
の
で

は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
今
日
で
は
、
こ
れ
以
上
の
も
の
を
求
め
得
な(

2)い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
小
研
究
で
は
、
こ
の
書

目
を
根
拠
と
し
、
そ
れ
に
そ
の
後
に
見
出
さ
れ
た
若
干
の
新
資
料
に
よ
っ
て
修
正
を
施
す
こ
と
に
し
た
。

こ
の
あ
ま
り
豊
富
な
り
と
も
思
わ
れ
な
い
資
料
か
ら
、
さ
ら
に
取
捨
選
択
を
行
な
っ
て
は
、
事
実
を
歪
め
て
見
る
事
に
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な
ら
ぬ
と
も
限
ら
な
い
。
そ
れ
で
私
は
、
多
少
の
冗
長
を
も
顧
み
ず
、
合
衆
国
独
立
戦
争
終
局
の
年
ま
で
に
出
版
さ
れ
た

算
術
書
は
『
カ
ー
ピ
ン
ス
キ
ー
書
目
』
か
ら
一
冊
も
残
さ
ず
全
部
転
載
し
、
さ
ら
に
同
書
目
に
漏
れ
た
も
の
を
も
補
う
事

に
し
た
。
こ
れ
以
上
の
事
は
、
数
学
史
専
門
の
諸
学
者
の
垂
教
に
待
つ
ほ
か
は
な
い
と
思
う
。

た
だ
わ
れ
わ
れ
の
資
料
と
し
て
『
カ
ー
ピ
ン
ス
キ
ー
書
目
』
に
依
頼
す
る
こ
と
の
最
大
欠
陥
は
、
同
書
目
が
、
た
だ
ア

メ
リ
カ
出
版
の
算
術
書
を
挙
げ
る
に
止
ま
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
そ
の
他
の
国
々
か
ら
の
輸
入
書
の
掲
載
を
見

な
い
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
輸
入
算
術
書
の
中
で
有
力
で
あ
り
、
普
及
も
し
た
も
の
は
、
幸
い
に
他
の
種
々
な

数
学
史
に
よ
っ
て
、
相
当
に
知
ら
れ
て
い(

3)る
。
私
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
注
意
し
た
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
小
論
の

ご
と
く
、
資
料
そ
れ
自
身
の
研
究
を
目
的
と
せ
ざ
る
研
究
の
上
に
は
、
非
常
に
不
都
合
な
影
響
を
与
え
な
い
か
と
も
、
私

に
は
信
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
こ
で
は
、
算
術
史
を
主
眼
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
経
済
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
十
分
顧
慮
す
る
と
こ
ろ

は
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
ど
ん
な
場
合
に
も
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
て
、
経
済
的
要
素
と
直
接
に
触
れ
る
所
ま
で
、
い
つ

で
も
達
し
て
見
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
論
文
の
目
的
以
外
に
属
す
る
こ
と
を
一
言
し
て
お
く
。

　
　
註

(

1)

羽
仁
五
郎
氏
「
唯
物
史
観
と
発
展
段
階
の
理
論
」（「
新
興
科
学
の
旗
の
も
と
に
」
昭
和
四
年
六
月
号
）、
ま
た
は
同
氏
著
『
転
形
期
の
歴
史

学
』
一
八
六
頁
以
下
参
昭
。

(

2)
Isis,

vol.
8

（19
26
),
p
.
231

に
お
け
る
、
カ
ジ
ョ
リ
の
批
評
を
見
よ
。

(

3)

〔
こ
の
点
お
よ
び
本
論
文
全
体
に
関
し
て
、
小
倉
『
数
学
教
育
史
』
は
最
も
便
利
な
参
考
書
で
あ
ろ
う
。〕
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ス
ペ
イ
ン
植
民
地

一

ア
メ
リ
カ
発
見
（
一
四
九
二
年
）
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
経
済
的
に
、
社
会
的
に
、
政
治
的
に
、
激
動
の
嵐
の
中
に
あ
っ
た
。

新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
工
業
製
品
の
販
路
を
海
外
に
求
め
、
そ
の
原
料
の
資
源
地
を
新
た
に
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
。
ト
ル

コ
勃
興
の
た
め
に
閉
鎖
さ
れ
た
、
イ
ン
ド
へ
の
新
通
商
路
探
求
の
結
果
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
発
見
さ
れ
た
。

ス
ペ
イ
ン
人
は
新
大
陸
に
広
大
な
る
幾
多
の
金
銀
鉱
山
を
見
出
し
、
南
ア
メ
リ
カ
の
大
部
分
、
中
央
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
北
ア

メ
リ
カ
の
南
部
を
領
有
す
る
に
至
っ
た
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
コ
ル
テ
ス
の
掠
奪
（
一
五
一
九
―
二
一
年
）
せ
る
メ
キ
シ
コ
と
、
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
ザ
ロ
の
占
領
（
一
五
三
一
―
四
一
年
）
せ
る
ペ
ル
ー
と
に
は
、
総
督
府
が
設
け
ら
れ
た
。

貧
慾
に
し
て
専
横
な
る
ス
ペ
イ
ン
政
府
の
政
策
は
、
植
民
地
を
単
な
る
母
国
の
富
源
と
し
て
の
み
認
め
、
母
国
の
産
業
と
衝

突
す
る
産
業
を
禁
止
し
た
。
そ
れ
で
一
般
移
民
は
鉱
業
へ
と
集
中
し
、
ま
た
そ
の
指
導
者
の
多
く
は
、
寺
院
あ
る
い
は
政
府
側

の
人
々
と
し
て
、
支
配
階
級
た
ら
ん
こ
と
を
志
し
た
。

僧
侶
階
級
の
勢
力
は
強
か
っ
た
。
大
僧
正
は
糺
問
法
官
の
権
を
握
っ
て
い
た
。
造
幣
局
を
建
て
る
に
も
、
総
督
は
大
僧
正
の

力
を
借
り
た
。
ア
メ
リ
カ
最
初
の
印
刷
所
と
し
て
メ
キ
シ
コ
に
設
立
し
た
（
一
五
三
六
年
）
ジ
ュ
ア
ン
・
パ
ブ
ロ
ス
の
印
刷
所

は
、
布
教
出
版
物
の
刊
行
を
主
要
目
的
と
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
一
五
五
一
年
に
は
リ
マ
（
ペ
ル
ー
）
に
、
一
五
四
四
年
頃
に
は

メ
キ
シ
コ
市
に
、
大
学
が
開
設
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
、
母
国
ス
ペ
イ
ン
僧
の
精
神
を
精
神
と
す
る
教
区
在
住
僧
侶
の

養
成
機
関
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

他
面
、
ア
メ
リ
カ
鉱
山
の
金
銀
は
一
五
四
一
年
頃
一
時
採
掘
し
つ
く
さ
れ
た
か
の
感
が
あ
っ
た
が
、
一
五
四
五
年
に
至
っ
て
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上
ペ
ル
ー
に
ポ
ト
シ
の
大
銀
山
が
発
見
さ
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
間
も
な
く
採
鉱
技
術
の
革
命
が
や
っ
て
き
た
。
す
な

わ
ち
水
銀
を
用
い
る
ア
マ
ル
ガ
ム
法
は
以
前
か
ら
発
明
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
方
法
が
い
よ
い
よ
ア
メ
リ
カ
の
地
に
お
い
て
実

施
さ
れ
た
の
は
、
一
五
五
六
年
頃
よ
り
で
あ
り
、
こ
れ
に
お
い
て
金
、
特
に
銀
産
額
の
一
大
飛
躍
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経

済
、
社
会
、
政
治
の
上
に
、
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
っ
た
。

以
下
の
数
字
は
、
ゼ
ー
ト
ベ
ー
ル
の
推(

1)算
に
係
わ
り
、
金
銀
の
一
年
毎
の
平
均
産
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
い
数

字
そ
の
も
の
に
信
頼
の
価
値
少
な
し
と
す
る
も
、
一
般
概
念
を
与
え
る
上
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

一
五
二
一
―
一
五
四
四
年
（
年
平
均
）
一
五
四
五
―
一
五
六
〇
年
（
年
平
均
）

金
（
単
位
ト
ン
）
銀
（
単
位
ト
ン
）
金
（
単
位
ト
ン
）
銀
（
単
位
ト
ン
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

一
五
〇
〇

五
九
〇
〇

一
〇
〇
〇

六
〇
〇
〇
〇

ア
フ
リ
カ

二
四
〇
〇

―
―

二
〇
〇
〇

―
―

ア
メ
リ
カ

三
二
六
〇

三
一
〇
〇

五
四
〇
〇
二
六
六
六
二
〇
〇

　
　
註

(
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私
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ern

T
im

es,
p
art

I
(1925),

p
.

1
65

参
照
。二

こ
の
金
銀
産
額
大
飛
躍
の
時
に
当
た
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
地
に
お
け
る
最
初
の
数
学
書
が
現
わ
れ
た
。
そ
れ
は
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J
u
an

D
iez

F
rey

le,
S
u
m
ario

C
om

pen
dioso

de
las

qu
en

tas
de

plata
y
oro

······C
on

algu
n
as

reglas
tocan

tes
al

A
rithm

etica
と
題
す
る
ス
ペ
イ
ン
語
の
著
述
で
、
一
五
五
六
年
メ
キ
シ
コ
の
印
刷
者
パ
ブ
ロ
ス
の
出
版
に
係
っ
た
も
の
で
あ(

1)る
。
こ
の
書
の

主
要
部
分
は
、
そ
の
題
目
の
示
す
ご
と
く
、
種
々
の
等
級
の
銀
お
よ
び
金
の
購
入
価
格
、
試
金
検
査
、
貨
幣
業
務
に
関
す
る
い

ろ
い
ろ
の
事
項
と
、
そ
れ
ら
に
必
要
な
る
精
密
な
諸
表
か
ら
成
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
む
し
ろ
付
録
的
に
添
え
ら
れ
た
、
二
四

頁
の
数
学
的
部
分
が
あ
る
が
、
そ
の
中
一
八
頁
は
主
と
し
て
算
術
に
、
六
頁
は
代
数
に
関
す
る
。
算
術
の
部
分
に
は
、
貨
幣
の

換
算
（
た
と
え
ばn

araved
is

をp
esos

にd
u
cats

をcrow
n
s

に
）
や
、
普
通
の
簡
単
な
商
業
算
術
の
ほ
か
に
、
上
述
の
諸
表
に

関
係
あ
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

か
よ
う
な
注
意
す
べ
き
内
容
を
も
つ
数
学
書
の
著
者
、
ジ
ュ
ア
ン
・
ヂ
エ
ヅ
は
い
か
な
る
人
だ
っ
た
か
？
彼
は
実
に
コ
ル

テ
ス
の
探
検
に
加
わ
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
移
住
し
た
一
僧
侶
で
あ
り
、
優
れ
た
教
養
の
持
主
だ
っ(

2)た
。
そ
し
て
こ
の
書
の
コ

ロ
フ
ォ
ン
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
ニ
ュ
ー
・
ス
ペ
イ
ン
（
す
な
わ
ち
メ
キ
シ
コ
）
総
督
の
許
可
を
受
け
た
上
に
、
さ
ら
に
必
要
な

メ
キ
シ
コ
大
僧
正
の
許
可
を
経
て
、
印
刷
に
付
し
た
も
の
で
あ
っ
た
！

ア
メ
リ
カ
出
版
の
第
二
の
数
学
書
は
、
一
五
九
七
年
に
ペ
ル
ー
の
リ
マ
で
発
行
し
た
、
ジ
ュ
ア
ン
・
ベ
レ
ヴ
ェ
デ
ル
の
も
の

で
あ
っ
た
。
上
の
書
と
同
様
に
、
金
銀
の
価
格
計
算
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
不
幸
に
し
て
今
日
一
部
も
残
存
し
な
い

た
め
に
、
そ
の
中
で
特
に
算
術
が
一
部
分
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
か
否
か
は
、
確
か
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
。

さ
て
、
ど
う
し
て
、
こ
の
時
代
に
こ
の
様
な
性
質
の
数
学
書
が
、
メ
キ
シ
コ
お
よ
び
ペ
ル
ー
に
生
ま
れ
た
の
か
？

　
一
五
世
紀
の
後
半
か
ら
一
六
世
紀
の
初
葉
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
鉱
業
の
中
心
は
ド
イ
ツ
で
あ
っ
た
。
ド

イ
ツ
の
鉱
業
は
、
経
済
史
上
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
ウ
ェ
ル
ゼ
ル
家
な
ど
の
富
を
生
ん
だ
の
み
で
は
な
い
、
そ
の
影
響
は
算
術
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に
ま
で
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
即
ち
わ
れ
わ
れ
は
一
六
世
紀
初
頭
以
来
の
算
術
書
に
お
い
て
、
以
前
に
増
し
て
合
金
、
貨

幣
鋳
造
に
関
係
あ
る
多
く
の
事
項
を
見
出
す
。
し
か
も
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
算
術
書
、
た
と
え
ば
ル
ド
ル
フ
（
一
五
二
六
年
）、

グ
ラ
マ
チ
ウ
ス
（
一
五
一
八
年
）、
ア
ダ
ム
・
リ
ー
ゼ
（
一
五
二
二
年
）
等
よ
り
、
イ
タ
リ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
等

の
算
術
に
ま
で
進
出
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
メ
キ
シ
コ
及
び
ペ
ル
ー
に
お
い
て
見
る
よ
う
な
、
金
銀
の
価
値
計
算

に
徹
底
し
た
数
学
書
は
、
未
だ
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

更
に
一
方
に
お
い
て
、
そ
の
時
代
の
母
国
ス
ペ
イ
ン
の
数
学
者
を
見
る
に
、
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
全
部
僧
侶
、
神
学
者
、
占

星
家
に
属
し
、
従
っ
て
、
彼
ら
の
算
術
書
の
大
部
分
は
―
―
た
と
え
ば
イ
ン
ド
算
術
を
伝
え
た
モ
ヤ
の
書
な
ど
を
除
け
ば

―
―
商
業
的
要
素
を
含
ま
な
い
、
ボ
エ
チ
ウ
ス
型
そ
の
他
の
理
論
算(

3)術
で
あ
っ
て
、
そ
の
有
力
な
る
異
例
と
し
て
は
、
唯
一

つ
オ
ル
テ
ガ
の
算
術
書
（
一
五
一
二
年
初
版
）
を
有
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
オ
ル
テ
ガ
の
書
は
イ
タ
リ
ー
系
統
の
純
然
た

る
商
業
算
術
で
、
よ
く
時
代
の
日
常
普
通
の
応
用
を
取
り
入
れ
た
た
め
に
、
多
数
の
版
を
重
ね
た
。
そ
の
中
に
は
合
金
の

項
を
も
含
ん
で
は
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
ジ
ュ
ア
ン
・
ヂ
エ
ヅ
等
の
ご
と
く
に
徹
底
し
た
も
の
で
は
、
　も

ち
ろ
ん

勿
論　
な
か
っ
た
。

か
く
し
て
今
や
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
初
の
数
学
書
が
も
つ
特
殊
の
意
義
を
知
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
そ
れ
は
全
く
、
金
銀
鉱
業
に
関
す
る
ス
ペ
イ
ン
支
配
階
級
の
利
益
と
関
心
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
の
だ
！

　
　
註

(

1)
D
.
E
.
S
m
ith

,
T
h
e
S
u
m
a
rio

C
o
m
pen

d
io
so

o
f
B
ro
th
er

J
u
a
n
D
ia
z,

B
oston

,
1923

は
こ
の
書
の
複
写
と
英
訳
か
ら
成
っ
て
い
る
。

簡
単
な
記
事
や
写
真
に
つ
い
て
は
、D

.
E
.
S
m
ith

,
H
istry

o
f
M
a
th
em

a
tics,

v
ol.

I

及
び
カ
ー
ピ
ン
ス
キ
ー
（
前
掲
）
を
見
よ
。
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(

2)

上
の
書
中
に
、
数
論
的
の
問
題
や
代
数
的
事
項
を
含
む
こ
と
は
、
著
者
が
当
時
代
の
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
イ
タ
リ
ー
に
お
け
る
最
高
の
数
学

的
教
養
あ
る
を
思
わ
せ
る
。D

iez

はD
ia
z

と
綴
る
こ
と
も
あ
る
が
、P
rescott,

H
isto

ry
o
f
th
e
C
a
n
qu
est

o
f
M
exico

.

の
中
に
は
、

J
u
a
n
D
ia
z

な
る
人
の
宗
教
上
に
お
け
る
活
動
が
書
か
れ
て
い
る
。
か
れ
が
同
一
人
な
り
や
否
や
、
識
者
の
垂
教
を
待
つ
。

(

3)
「
思
想
」（
昭
和
四
年
八
月
号
）
所
載
の
拙
論
〔『
数
学
史
研
究
』
第
一
輯
に
転
載
〕
参
照
。
一
々
の
内
容
に
つ
い
て
はD

.
E
.
S
m
ith

,
R
a
ra

A
rith

m
etica

に
よ
る
が
よ
い
。

三

ア
メ
リ
カ
第
三
の
算
術
書
は
、
ペ
ド
ロ
・
パ
ヅ
の
著
で
、
一
六
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た
。
著
者
は
メ
キ
シ
コ
、
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
寺
院
の
税
務
官
で
あ
り
、
そ
の(

1)書
は

D
eclaracion

de
los

pu
n
tos

と
題
し
て
、
実
に
寺
院
租
税
の
分
配
を
説
明
せ
る
算
術
書
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
性
質
の
著
作
は
、
長
い
数
学
の
歴
史
に
お
い

て
も
、
恐
ら
く
は
稀
有
の
例
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
寺
院
階
級
の
支
配
力
が
、
い
か
に
圧
倒
的
な
る
か
を
証
明
す
る

に
あ
ら
ず
し
て
何
で
あ
ろ
う
！

一
六
二
三
年
に
至
っ
て
、
同
じ
著
者
の

P
ed
ro

P
az,

A
rte

m
en
or

apren
der

todo
et

m
en
or

del
A
rithm

etica,
sin

M
aestro

が
、
メ
キ
シ
コ
で
出
版
さ
れ(

2)た
。
本
文
一
八
一
頁
、
整
数
お
よ
び
分
数
の
簡
単
な
計
算
規
則
を
、
各
種
の
実
務
の
上
に
適
用
し

た
も
の
で
、（
も
っ
と
も
幾
何
学
的
図
形
に
関
係
あ
る
問
題
を
合
ん
で
は
い
な
い
が
）、
独
習
者
の
た
め
に
、
教
師
な
し
に
読
み
得

る
程
度
に
、
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
厳
密
な
意
味
で
の
、
ア
メ
リ
カ
最
初
の
単
行
算
術
書
で
あ
っ
た
。
思
え
ば
、
金

銀
価
格
の
計
算
書
が
最
初
に
出
版
さ
れ
て
か
ら
、
半
世
紀
以
上
も
経
っ
て
、
よ
う
や
く
こ
こ
に
不
完
全
な
が
ら
も
民
衆
の
教
養
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に
触
れ
た
、
一
般
的
算
術
書
の
出
顕
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

独
習
用
の
簡
単
な
実
用
算
術
書
―
―
こ
れ
が
時
代
の
要
求
す
る
声
だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
声
は
、
引
き
続
い
て
ド
ン
・
ア
タ
ナ

シ
ウ
ス
・
リ
ー
ト
ン
の
著
（
メ
キ
シ
コ
、
一
六
四
九
年
）、
お
よ
び
ベ
ニ
ト
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ヅ
・
デ
・
ベ
ロ
の
作
（
メ
キ
シ
コ
、

一
六
七
五
年
）
を
生
ま
し
め
る
に
至
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
の
算
術
史
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
最
後
の
幕
を
閉
ざ
す
。
こ
れ
よ
り
以
後
百
数
十
年
の
間
、
ス
ペ
イ
ン
領

ア
メ
リ
カ
の
広
大
な
る
土
地
に
お
い
て
、
算
術
書
―
―
少
な
く
と
も
民
衆
の
間
に
行
な
わ
れ
た
算
術
書
―
―
の
出
版
は
、
そ
の

跡
を
断
っ
た
。『
カ
ー
ピ
ン
ス
キ
ー
書
目
』
は
、
こ
の
長
き
歳
月
の
数
篇
の
特
殊
論
文
以
外
に
は
、
一
般
算
術
書
刊
行
の
絶
無
な

り
し
を
わ
れ
わ
れ
に
教
え
る
。
何
ん
と
い
う
驚
く
べ
き
現
象
で
あ
ろ
う
！

思
う
に
、
こ
の
現
象
の
説
明
に
は
、
そ
の
最
も
重
大
な
る
理
由
と
し
て
、
母
国
ス
ペ
イ
ン
の
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的
衰
頽

を
挙
げ
得
よ
う
。
現
に
一
五
八
八
年
ア
ル
マ
ダ
艦
隊
の
敗
滅
は
、
ス
ペ
イ
ン
頽
廃
の
第
一
歩
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
二
世
の
没
後
再
び
振
わ
な
か
っ
た
国
運
は
、
ス
ペ
イ
ン
相
続
戦
争
（
一
七
〇
一
―
一
四
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
運
命
の
決
定
を

見
た
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
れ
を
芸
術
に
見
て
も
、
エ
ル
・
グ
レ
コ
（
一
五
四
五
―
一
六
一
四
）
の
深
刻
狂
暴
な
る
情
熱
は
去
っ

て
、
今
や
ム
リ
ヨ
ニ
（
一
六
一
七
―
八
二
）
の
夢
の
ご
と
き
皮
相
美
が
代
わ
っ
た
の
だ
。
数
学
史
上
に
お
い
て
も
、
一
七
、
一

八
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
は
、
見
る
に
足
る
べ
き
何
ら
の
跡
を
も
残
さ
な
か
っ
た
。
現
に
一
八
世
紀
の
代
表
的
算
術
書
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
モ
ヤ
の
書
の
第
一
三
版
（
一
七
七
六
年
、
マ
ド
リ
ッ
ド
版
）
は
、
一
言
一
句
、
一
五
六
二
年
の
第
一
版
（
？
）（
サ
ラ
マ

ン
カ
版
）
と
全
然
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
の(

3)だ
。

ス
ペ
イ
ン
政
府
の
専
横
な
る
植
民
政
策
は
、
母
国
ス
ペ
イ
ン
の
異
常
な
る
頽
廃
振
り
を
、
そ
の
植
民
地
の
上
に
反
映
せ
ず
に
は

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
広
大
な
る
土
地
の
開
拓
に
よ
っ
て
利
益
を
挙
げ
る
た
め
に
は
、
特
に
測
量
、
実
用
天
文
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学
、
航
海
学
等
の
、
数
学
的
科
学
を
必
要
と
し
た
。
そ
し
て
事
実
、
こ
の
方
面
で
は
、
一
七
、
一
八
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
は
、

あ
る
い
は
当
時
の
母
国
に
も
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
な
、
相
当
の
学
者
―
―
た
と
え
ばC

arlos
d
e
S
igu

en
za,

J
oaq

u
in

V
elazq

u
ez

等
々
―
―
を
生
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
大
概
大
学
や
観
測
所
な
ど
の
人
々
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
諸
学
者
と
の
間
に
、
学
術
の

交
渉
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
彼
ら
は
算
術
史
上
に
、
ほ
と
ん
ど
何
等
の
足
跡
を
も
留
め
て
い
な(

5)い
。

彼
ら
、
植
民
地
の
官
学
者
流
は
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
大
陸
か
ら
輸
入
し
た
数
学
書
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
専
門
家
の
み
に
伝

え
ら
れ
て
、
一
般
民
衆
の
間
に
普
及
し
な
か
っ
た
。
海
外
の
算
術
書
は
、
植
民
地
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
飜
刻
さ
れ
な
か
っ(

6)た
。

ス
ペ
イ
ン
植
民
地
と
、
こ
れ
よ
り
述
べ
ん
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
と
の
間
に
は
、
算
術
書
に
対
す
る
態
度
の
上
に
、
根
本

的
の
相
違
が
あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
の
数
学
は
、
実
に
支
配
階
級
の
知
識
の
独
占
を
物
語
る
。
彼
ら
支
配
階
級
は
植
民
地

自
身
の
進
歩
発
展
の
た
め
に
、
果
た
し
て
何
物
を
貢
献
し
た
の
か
？

　
　
註

(

1)
C
a
jori,

E
a
rly

M
a
th
em

a
tica

l
S
cien

ces
in

N
o
rth

a
n
d
S
o
u
th

A
m
erica

(1928),
p
p
.
18–19.

(

2)

同
右
。

(

3)
C
a
n
to
r,

V
o
rlesu

n
gen

ü
ber

G
esch

ich
te

d
er

M
a
th
em

a
tik,

B
d
.
4,

S
.48.

(

4)
C
a
jori

（
前
掲
）
は
こ
の
方
面
に
お
け
る
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
研
究
書
で
あ
る
。

(

5)

一
八
世
紀
に
リ
マ
大
学
の
保
護
の
下
に
印
刷
さ
れ
た
学
位
論
文
の
中
に
は
、
算
術
に
関
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
メ
キ
シ
コ
大
学
に
は
、

原
稿
の
ま
ま
、
出
版
さ
れ
ず
に
残
存
す
る
論
文
が
あ
る
と
い
う
。（
一
六
八
八
年
頃R

o
d
rigu

ez

の
対
数
書
が
メ
キ
シ
コ
で
出
版
さ
れ
た

と
い
う
カ
ジ
ョ
リ
の
説
は
、
誤
謬
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
き
わ
め
て
特
殊
な
論
文
は
、
こ
の
小
論
で
は
取
扱
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。

(

6)

一
八
世
紀
末
の
ス
ペ
イ
ン
に
、
そ
の
時
代
と
し
て
は
相
当
な
数
学
者
に
ド
ン
・
ベ
ニ
ト
・
バ
イ
ル
ス
が
い
た
が
、
彼
の
算
術
書
は
メ
キ
シ

コ
に
輸
入
さ
れ
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
そ
の
飜
刻
も
出
版
さ
れ
た
。C

an
tor

（
前
掲
）、
四
八
頁
を
見
よ
。
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イ
ギ
リ
ス
植
民
地

一

イ
ギ
リ
ス
は
一
六
世
紀
の
末
葉
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
民
し
た
が
、
定
住
的
植
民
地
は
、
一
六
〇
七
年
ゼ
ー
ム
ス
・
タ
ウ
ン
の
開

拓
に
始
ま
る
。
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
は
最
初
オ
ラ
ン
ダ
人
の
植
民
に
か
か
り
、
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

一
六
六
四
年
イ
ギ
リ
ス
人
の
占
領
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
に
比
し
て
、
土
地
の

広
大
な
る
割
合
に
人
口
少
な
く
、
散
漫
に
し
て
放
浪
的
な
る
フ
ラ
ン
ス
移
民
は
、
そ
の
政
府
の
植
民
政
策
と
相
ま
っ
て
、
結
局

つ
い
に
失
敗
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
等
の
探
検
者
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
見
出
し
た
ご
と
き
金
銀
鉱
山
を
発
見
し
得
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
初
期
の
移
住
者
も
、
ス
ペ
イ
ン
の
そ
れ
と
は
、
性
質
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
移
住
の
動
機
と
し
て
は
、
し

ば
し
ば
宗
教
闘
争
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
あ
る
特
殊
の
人
々
に
止
ま
る
も
の
で
、
必
ず
し
も
一
般
的
の
も
の
で
な

か
っ
た
。
植
民
地
の
開
拓
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
と
っ
て
、
投
資
と
し
て
も
有
利
で
あ
り
、
ま
た
過
剰

人
口
の
　は捌　
け
　ぐ

ち口　
と
し
て
も
好
都
合
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
移
民
の
最
も
一
般
的
な
、
最
も
根
本
的
な
動
機
が
あ
っ
た
の
だ
。

こ
れ
よ
り
以
後
の
研
究
は
、
独
立
前
後
に
い
た
る
ま
で
の
合
衆
国
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
系
の
算
術
を
対
象
と
す
る
。
そ
れ

で
今
こ
こ
に
、
一
八
世
紀
の
北
ア
メ
リ
カ
で
、
少
数
の
算
術
書
が
、
ド
イ
ツ
語
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
語
で
出
版
さ
れ
た
こ
と

を
注
意
し
て
お
こ
う
。
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
系
の
算
術
に
つ
い
て
は
、
後
日
の
研
究
に
譲
ろ
う
と
思
う
。
念
の
た

め
に
、
一
七
九
○
年
北
米
合
衆
国
新
政
府
の
人
ロ
調
査
に
よ
る
、
当
時
の
国
民
の
主
な
る
系
統
分
類
を
載
せ
る
と
、
次
の

ご
と
く
で
あ
る
。
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イ
ギ
リ
ス
人
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
を
含
む
）
　
　
　
　
　
九
一
・
八
％

ド
イ
ツ
人
　
　
　
　
　
五
・
六
％
　
　
　
　
　
オ
ラ
ン
ダ
人
　
　
　
　
　
二
・
○
％

さ
て
ド
イ
ツ
語
の
算
術
書
は
二
種
（
版
数
に
し
て
二
版
）
で
、
一
つ
は
ド
イ
ツ
書
の
飜
刻
で
あ
り
、
一
つ
は
イ
ギ
リ
ス

書
の
ド
イ
ツ
訳
で
あ
る
が
、
共
に
特
筆
す
べ
き
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
も
の
は
、

　P
eter

V
en
em

a,
A
rithm

etica
of

C
yff

er
K
on

st.
N
ew

Y
ork

,
1730

で
、
注
目
に
値
す
る
。
著
者
は
オ
ラ
ン
ダ
の
数
学
者
で
、
他
に
も
相
当
の
数
学
的
著
作
が
あ
り
、
こ
の
算
術
書
は
当
時
オ

ラ
ン
ダ
移
民
に
よ
っ
て
、
尊
重
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
が
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
人
に
占
領
さ
れ

て
か
ら
数
十
年
の
後
に
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
の
有
名
な
る
印
刷
業
者
ピ
ー
タ
ー
・
ツ
ェ
ン
ゲ(

1)ル
が
飜
刻
出
版
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
こ
の
書
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
は
か
な
り
高
級
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
多
く
の
代
数
的
事

項
を
含
む
点
か
ら
見
れ
ば
、
北
ア
メ
リ
カ
に
現
わ
れ
た
最
初
の
代
数
書
と
も
言
え
な
く
は
な
か
ろ
う
。

さ
て
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
は
、
北
部
、
中
部
、
南
部
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
活
状
態
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
九
○
パ
ー
セ

ン
ト
ま
で
は
農
業
に
従
事
し
た
。
こ
と
に
南
部
は
純
農
民
的
で
あ
っ
て
、
学
芸
と
は
縁
が
遠
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
マ
ッ

サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
清
教
徒
の
指
導
者
中
に
は
、
知
識
階
級
の
人
々
が
多
か
っ
た
。

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド.

カ
レ
ー
ジ
は
―
―
大
学
設
立
の
た
め
に
、
三
百
冊
の
書
籍
と
七
七
九
　ポ

ン
ド磅　の
金
額
を
提
供
せ
る
、
師
父
ジ
ョ

ン
・
は
ー
ヴ
ァ
ー
ド
の
名
に
お
い
て
―
―
一
六
三
九
年
に
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
学
則
（
一
六
四
二
年
）
に
い(

2)う
。

「
学
生
の
生
活
及
び
研
究
の
主
要
目
的
は
、
神
と
永
遠
の
生
活
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
を
知
る
に
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
総
て
の
確

乎
た
る
知
識
と
学
問
の
唯
一
の
基
礎
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
を
根
底
に
置
く
べ
き
こ
と
を
、
総
て
の
学
生
が
明
ら
か
に
教
え

ら
れ
、
是
非
と
も
そ
う
考
え
る
よ
う
に
熱
心
に
仕
向
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
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こ
の
宗
教
的
色
彩
を
見
よ
、
こ
れ
実
に
中
世
期
の
大
学
を
髣
髴
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
カ
レ
ー

ジ
建
設
の
最
初
一
五
年
間
を
通
じ
て
、
学
生
が
二
○
名
を
越
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

当
時
の
教
育
は
全
然
宗
教
的
で
あ
り
、
数
学
の
ご
と
き
は
無
視
さ
れ
た
。

　
一
六
三
九
年
ド
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ラ
テ
ン
学
校
（
中
等
学
校
）
の
規
定
に(

3)は
、「
一
年
二
十
　ポ

ン
ド磅　の
利
息
を
、
英
語
、
ラ
テ

ン
語
、
他
国
語
並
び
に
習
字
を
教
え
る
様
な
、
一
名
の
教
師
に
支
給
す
る
も
の
と
す
」
と
あ
り
、
一
六
四
七
年
マ
ッ
サ
チ
ュ

セ
ッ
ツ
州
に
設
け
ら
れ
た
最
初
の
小
学
校(

4)令
に
は
、「
五
十
人
の
戸
主
を
有
す
る
町
で
は
、
読
書
習
字
の
教
師
一
名
を
抱
え

お
く
を
要
す
」
と
あ
っ
て
、
共
に
算
術
を
欠
い
て
い
た
。
一
六
四
二
年
の
学
則
に
よ
れ
ば
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
カ
レ
ー
ジ

に
お
い
て
さ
え
、
数
学
は
た
だ
一
年
間
あ
る
の
み
、
そ
れ
も
毎
週
二
時
間
ず
つ
教
授
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
註

(

1)

ツ
ェ
ン
ゲ
ル
は
少
年
の
時
か
ら
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
に
移
住
せ
る
ド
イ
ツ
人
、
自
ら
発
行
せ
る
週
刊
新
聞
に
よ
っ
て
、
当
時
の
行
政
を
論
難
し
、

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
新
聞
の
歴
史
上
に
、
ま
た
言
論
の
自
由
の
歴
史
上
に
、
一
の
目
標
」
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。
序
に
言
う
。C

an
tor,

V
o
rlesu

n
gen

（
前
掲
）
六
○
頁
に
は
、V

en
em

a

の
書
を
英
訳
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
で
あ
る
。

(

2)
C
u
b
b
erley,

R
ea
d
in
gs

o
f
th
e
H
isto

ry
o
f
E
d
u
ca
tio

n
(1920),

p
.
292,

299.

(

3)
C
u
b
b
erley,

H
isto

ry
o
f
E
d
u
ca
tio

n
(19

20
),
p
.
362.

(

4)
C
u
b
b
erley,

R
ea
d
in
gs

o
f
th
e
H
isto

ry
o
f
E
d
u
ca
tio

n
(1920),

p
.
292,

299.

二

さ
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
、
か
く
の
ご
と
き
数
学
の
無
視
は
、
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
？
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
支
配
階

級
―
―
貴
族
僧
侶
、
紳
士
（
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
―
―
の
教
育
の
模
倣
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。



13

な
ぜ
な
ら
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
（
中
等
学
校
）
は
主
に
貴
族
と
紳
士
の
子
供
を
教
育
す
る
所
で
あ
っ

た
が
、
古
典
を
主
と
し
て
数
学
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
。「
一
八
世
紀
の
終
わ
り
頃
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス

ク
ー
ル
の
普
通
の
生
徒
は
、2021

を43

で
割
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。」「
普
通
教
育
で
は
、
計
算
法
は
靴
直
し
の
術
よ
り
も
軽

視
さ
れ
た
」
の
だ
っ
た
。

そ
れ
は
ひ
と
り
普
通
教
育
に
お
い
て
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
一
五
五
○
年
頃
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
で
は
、
ト
ン
ス
ト
ー
ル
の

算
術
書
を
用
い
て
い
た
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
皇
時
代
に
、
一
五
七
○
年
の
法
令
に
よ
っ
て
、
総
て
の
数
学
は
大
学
の
教
程
か
ら

削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
故
に
？
数
学
史
家
カ
ジ
ョ
リ
は
説
明
す
る
。「
多
分
、
数
学
の
学
習
は
実
際
生
活
に
密
接

な
関
係
あ
る
も
の
で
、
大
学
で
は
教
授
す
べ
き
価
値
な
し
と
、
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ(

1)う
」

事
実
、
当
時
の
支
配
階
級
た
る
貴
族
と
僧
侶
と
は
、
現
実
的
、
科
学
的
の
も
の
を
　け

ん
え
ん

嫌
厭　
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
当
時
の
新
興
ブ

ル
ジ
ョ
ア
た
る
商
工
階
級
の
紳
士
は
、
科
学
お
よ
び
数
学
の
実
際
的
価
値
を
窺
知
せ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
度
紳
士
と
な
れ
る

彼
ら
は
、
彼
ら
の
子
弟
の
教
養
上
、「
上
品
な
る
古
典
」
を
選
ん
で
、「
俗
悪
な
る
科
学
、
数
学
」
を
蔑
視
し
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
算
術
の
ご
と
き
は
、
下
層
の
商
人
や
職
工
、
最
上
の
と
こ
ろ
で
秘
書
級
の
人
間
に
必
要
な
も
の
で
、
い
や
し
く
も
紳
士

の
研
究
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
近
代
科
学
の
暁
は
す
で
に
明
け
始
め
て
い
た
の
だ
。
科
学
の
封
建
的
閉
鎖
が
つ
い
に
許
さ
れ
な
い
時
代
が

来
た
の
だ
。
そ
こ
に
は
サ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
・
セ
ー
ヴ
ィ
ル
等
の
尽
力
も
あ
っ
て
、
一
七
世
紀
の
初
葉
頃
か
ら
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
の
専
門
的
数
学
講
座
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
上
の
事
実
と
し
て
は
、

知
識
階
級
に
お
い
て
さ
え
、
科
学
思
想
の
普
及
は
遅
か
っ
た
の
で
あ
る
。
詩
人
ミ
ル
ト
ン
の
人
本
主
義
的
実
在
論
は
　よ

う
や漸　く

一
六
四
四
年
に
顕
わ
れ
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
の“N

ov
u
m

O
rgan

u
m
”

が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
及
び
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
で
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講
ぜ
ら
れ
た
の
は
一
六
七
五
年
頃
か
ら
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
物
理
学
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

に
代
わ
っ
た
の
は
、
一
七
○
○
年
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
れ
の
み
で
は
な
い
、
一
六
世
紀
の
中
葉
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
全
教
育
機
関
は
、
中
等
学
校
か
ら
大
学
ま
で
も
、
皆
新
教
派
と

な
っ
て
、
狭
隘
な
る
宗
教
的
色
彩
を
帯
び
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
見
よ
、
一
五
五
八
年
、
一
五
八
○
年
、
一
六
○
三
年
の
法
令
を
。

さ
ら
に
憎
む
べ
き
一
六
六
二
年
のA

ct
of

U
n
iform

ity (

2)を
、
一
六
六
五
年
のF

ive-M
ile

A
ct

を
！
宗
教
監
督
は
、
信
仰
の
確

乎
た
ら
ざ
る
学
校
教
師
を
狩
り
出
す
よ
う
に
訓
令
さ
れ
、
国
教
に
従
わ
ざ
る
教
師
は
、
そ
の
地
位
を
剥
奪
さ
れ
、
不
信
徒
の
家

庭
の
子
弟
は
、
中
学
か
ら
大
学
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
か
く
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
、
そ
の
校
庭
で
公
に
、
ミ
ル
ト
ン
や

バ
ッ
ク
ス
タ
ー
の
著
述
を
焼
い
た
。「
不
朽
の
放
浪
者
」
バ
ン
ヤ
ン
の
進
ん
だ
道
は
、
一
二
ヵ
年
に
亙
る
牢
獄
の
生
活
だ
っ
た
。

も
っ
と
も
こ
の
宗
教
上
の
極
端
な
る
異
端
排
斥
は
、
一
六
八
八
年
の
革
命
に
よ
っ
て
、
多
少
は
融
和
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
異
端
排
斥
が
、
教
育
上
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、
長
年
月
に
わ
た
っ
て
実
に
異
常
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
今
当
時
の
事
情
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
お
よ
び
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
数
学
教
授
に

つ
い
て
、
そ
の
履
歴
を
一
瞥
し
よ
う
。
神
学
生
の
出
身
た
る
ウ
ォ
リ
ス
は
、
僧
侶
と
し
て
政
治
的
勢
力
と
財
力
と
を
持
っ
て

い
た
。
彼
は
一
六
四
八
年
チ
ャ
ー
ル
ス
一
世
を
死
刑
に
処
す
る
こ
と
の
反
対
勧
告
書
に
、
署
名
し
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
翌
年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
幾
何
学
教
授
に
任
命
さ
れ
、
つ
い
で
神
学
博
士
と
な
り
、
一
六
六
○
年
チ
ャ
ー
ル
ス
二

世
の
宮
中
牧
師
と
な
っ(

3)た
。

バ
ー
ロ
ー
は
一
六
六
四
年
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
の
数
学
教
授
と
な
り
、
後
に
神
学
を
研
究
し
て
、
チ
ャ
ー
ル
ス
二
世
の

宮
中
牧
師
と
な
っ(

4)た
。

バ
ー
ネ
ス
ト
僧
正
の
い
わ
ゆ
る
「
自
分
が
見
た
人
間
の
中
で
、
最
も
純
白
な
る
魂
」
た
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
宗
教
的
性
格
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の
持
主
で
、
一
六
六
九
年
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
の
数
学
教
授
と
な
り
、
一
六
九
九
年
造
幣
局
長
官
と
な
っ(

5)た
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
講
座
を
つ
い
だ
ホ
イ
ス
ト
ン
は
、
一
七
一
一
年
に
主
と
し
て
宗
教
上
の
理
由
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学

か
ら
放
逐
さ
れ(

6)た
。

ハ
レ
ー
は
海
軍
将
校
だ
っ
た
。
天
文
学
上
の
貢
献
に
よ
っ
て
、
一
六
九
一
年
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
天
文
学
教
授
に
任

命
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
と
こ
ろ
、「
唯
物
論
的
見
解
」
を
有
す
る
と
の
理
由
の
た
め
に
、
任
命
を
見
ず
に
終
わ
り
、
そ
の
後

一
七
○
三
年
に
至
っ
て
、
同
大
学
の
幾
何
学
教
授
と
な
っ
た
。
死
亡
表
を
作
っ
て
、
生
命
保
険
に
実
際
的
な
基
礎
を
与
え

た
の
は
彼
で
あ(

7)る
。

こ
の
異
端
排
斥
は
、
普
通
教
育
の
上
に
、
何
物
を
投
じ
た
の
か
？
国
教
帰
依
法
令
に
よ
っ
て
、「
国
民
教
育
は
打
破
さ
れ
た
」

と
、
教
育
史
家
ド
・
モ
ン
モ
ラ
ン
シ(

8)ー
は
断
定
す
る
。「
…
…
人
は
教
師
と
な
る
を
欲
し
な
か
っ
た
。
…
…
政
治
的
並
び
に
宗
教

的
偽
善
以
外
の
何
物
を
も
、
教
え
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
時
に
、
教
育
は
何
の
意
味
を
も
有
し
な
か
っ
た
。
…
…
」

か
く
の
ご
と
き
普
通
教
育
の
下
に
お
い
て
、
計
算
法
が
靴
直
し
の
術
よ
り
も
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
こ
そ
、
イ
ギ
リ
ス
資

本
主
義
成
立
の
時
代
だ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
商
工
業
が
勃
興
し
、
全
欧
州
か
ら
の
職
工
が
イ
ギ
リ
ス
貴
族
お
よ
び
「
商
業
的
　マ

マ皇　

族
」
の
使
用
人
た
ら
ん
こ
と
を
望
ん
だ
時
だ
っ
た
。
実
に
こ
の
時
代
こ
そ
、
商
業
算
術
の
需
要
の
最
も
激
し
い
時
だ
っ
た
の
だ
。

し
か
も
支
配
階
級
の
諸
学
校
は
、
算
術
の
教
授
を
拒
ん
で
い
る
。
商
業
算
術
は
い
か
な
る
人
々
に
よ
っ
て
、
い
か
に
し
て
、
教

え
ら
れ
た
の
か
？

　
商
業
算
術
派
の
頭
目
ゼ
ー
ム
ス
・
ホ
ッ
ダ
ー
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
習
字
教
師
で
あ
っ
た
。
彼
の
出
版
し
た
算
術
書
中
の
広

告
に
よ
る
と
、
ホ
ッ
ダ
ー
は
「
ロ
ス
ベ
リ
ー
の“su

n
n
e”

の
隣
り
口
に
あ
る
学
校
で
、
習
字
を
学
び
た
い
人
々
や
、
整
数
と

分
数
の
算
術
、
商
人
の
勘
定
と
速
記
法
を
習
い
た
い
人
々
に
、
丁
寧
に
附
き
添
っ
て
、
忠
実
に
教
え
」
て
い
た
の
で
あ
る
。
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彼
の
算
術
書
は
、
一
六
六
一
年
に
初
版
を
出
し
た
が
、
一
七
三
九
年
に
は
二
十
版
に
及
ん
だ
。
ま
た
習
字
算
術
の
私
立
学

校
を
持
っ
て
い
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
コ
ッ
カ
ー
は
、
習
字
と
彫
刻
の
老
練
家
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
代
表
作
た
る
一
六
七
八
年

初
版
の
『
算
術
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
版
の
み
で
百
版
を
越
え
た
。
　か

よ
う

斯
様　
な
「
習
字
算
術
学
校
」
―
―
い
わ
ゆ
る
「
商
業
学
校
」

―
―
の
性
質
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
言
葉
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
―
―

「
い
ろ
い
ろ
と
算
段
を
や
っ
て
も
、
ど
う
も
生
計
の
立
て
ら
れ
な
い
人
が
、
　か

な
く
ぎ
り
ゅ
う

金
釘
流　
に
も
せ
よ
と
に
か
く
、
字
が
綺
麗
に
書

け
て
、
算
術
も
一
年
間
は
何
分
時
あ
る
か
、
一
　マ

イ
ル哩　は
何
　イ

ン
チ吋　あ
る
か
と
言
う
位
の
事
が
勘
定
の
で
き
る
だ
け
の
頭
が
あ
れ
ば
、

最
後
の
手
段
と
し
て
、
長
屋
あ
る
い
は
屋
根
裏
の
一
室
を
借
り
受
け
、
画
工
に
『
習
字
算
術
教
授
』
の
看
板
を
書
い
て
も

ら
っ
て
、
そ
れ
を
掲
げ
て
お
く
と
、
月
謝
が
　や

す廉　
い
と
い
う
触
れ
込
み
で
、
何
人
か
の
生
徒
が
集
ま
っ
て
来
た
も
の
だ
っ(

9)た
。」

後
に
示
す
と
こ
ろ
の
実
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
ご
と
く
、
彼
ら
の
算
術
は
誠
に
低
級
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
後
継
者
達
の
著

作
は
、
ま
す
ま
す
堕
落
に
堕
落
を
重
ね
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
民
衆
、
下
級
の
商
工
業
者
は
、
大

い
に
こ
れ
を
歓
迎
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
当
時
の
民
衆
は
、
こ
れ
ら
の
低
級
な
る
実
用
算
術
書
や
、
劣
等
な
る
教
師
に
つ
い

て
学
ぶ
よ
り
ほ
か
に
、
取
り
得
る
方
法
が
な
か
っ
た
の
だ
。

イ
ギ
リ
ス
第
一
流
の
諸
数
学
者
は
、
算
術
か
ら
超
然
と
し
て
い
た
。
彼
ら
の
存
在
は
算
術
に
対
し
て
、
何
ら
の
影
響
を
も
与

え
な
か
っ
た
。
ラ
テ
ン
学
校
に
お
け
る
貴
族
の
子
弟
は
、
算
術
を
学
ぶ
必
要
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
貧
民
学
校
で
は
、
か
え
っ

て
し
ば
し
ば
教
え
ら
れ
た
。
―
―
こ
こ
に
算
術
史
上
に
お
け
る
階
級
の
対
立
を
見
る
！

　
　
註

(

1)

本
節
の
初
め
か
ら
こ
の
と
こ
ろ
ま
で
の
史
実
は
、
カ
ジ
ョ
リ
『
初
等
数
学
史
』（
小
倉
、
井
出
共
訳
増
補
）
に
よ
る
。
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(

2)
C
u
b
b
erley,

R
ea
d
in
gs

（
前
掲
）
二
五
六
頁
前
後
を
見
よ
。

(
3)

E
n
cy
clo

p
aed

ia
B
ritan

n
ica

の
中W

allis

の
項
に
ょ
る
。

(
4)

S
m
ith

,
H
istro

y
o
f
M
a
th
em

a
tics

に
よ
る
。

(

5)
B
all,

H
isto

ry
o
f
M
a
th
em

a
tics

に
よ
る
。

(

6)

同
右
。

(

7)
S
m
ith

,
H
istro

y
o
f
M
a
th
em

a
tics

に
よ
る
。

(

8)
d
e
M
o
n
tm

o
ren

cy,
P
rogress

o
f
E
d
u
ca
tio

n
in

E
n
gla

n
d
.

私
はC

u
b
b
erley,

H
isto

ry

（
前
掲
）
四
六
一
頁
か
ら
引
用
し
た
。

(

9)

商
業
算
術
派
の
人
々
に
つ
い
て
は
、
カ
ジ
ョ
リ
『
初
等
数
学
史
』
及
びK

arp
in
sk
i,
H
isto

ry

（
前
掲
）
参
照
。

三

こ
こ
ま
で
考
え
て
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
再
び
ア
メ
リ
カ
に
還
ろ
う
。
　か

よ
う
斯
様　
な
イ
ギ
リ
ス
支
配
階
級
の
教
育
方
針
こ
そ
―
―
そ

の
宗
派
の
差
別
な
ど
は
第
二
と
し
て
―
―
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
お
け
る
指
導
者
に
移
入
し
た
の
で
あ
る
。
マ
ッ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ

に
お
い
て
さ
え
、
す
で
に
そ
う
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
南
部
の
純
農
民
地
方
に
お
い
て
は
、
支
配
者
は
ほ
と
ん
ど
知
識
の
独
占
を

行
な
っ
た
。
バ
ー
ジ
ニ
ア
の
知
事
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ー
ク
レ(

1)ー
は
、
一
六
七
○
年
に
、
彼
の
植
民
地
（
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
）

に
、free

sch
o
ol

（
中
等
学
校
）
の
一
つ
だ
も
無
い
こ
と
を
、
神
に
感
謝
し
て
い
る
！

か
く
し
て
こ
そ
、
一
六
九
○
年
頃
に
初
め
て
顕
わ
れ
、
植
民
地
の
家
庭
お
よ
び
学
校
を
通
じ
、
民
衆
の
読
物
と
し
て
ほ
と
ん
ど

独
占
の
感
が
あ
っ
た“N

ew
E
n
glan

d
P
rim

er”

が
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
派
の
思
想
に
彩
ら
れ
た
宗
教
書
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
そ

の
内
容
の
は
な
は
だ
し
く
非
科
学
的
な
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
二
五
年
頃
ま
で
も
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
意
味
も
、
理

解
し
得
ら
れ
よ
う
。
こ
の
書
の
中
に
は
、
一
か
ら
百
ま
で
の
ロ
ー
マ
数
字
と
イ
ン
ド
数
宇
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
多
数
の
人
々
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は
、
た
だ
こ
れ
に
よ
っ
て
、
数
字
を
習
っ
た
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、　か

よ
う

斯
様　
な
時
代
に
お
い
て
も
、民
衆
の
日
常
生
活
は
、計
算
の
知
識
を
要
求
し
つ
つ
あ
っ
た
。
か
く
て
ニ
ュ
ー
・

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
多
く
の
中
等
学
校
（
フ
リ
ー
・
ス
ク
ー
ル
）
で
は
、
一
七
世
紀
の
後
年

に
、
筆
算(to

cip
h
er)

を
教
え
、
時
に
は
算
盤(to

cast
accou

n
t)

を
も
教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き(

2)た
。
こ
の
ふ
う
は
漸
次
ペ
ン

シ
ル
バ
ニ
ア
そ
の
他
の
地
方
へ
と
拡
が
っ
て
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
は
読
む
。
―
―

「
一
六
五
三
年
マ
ッ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
デ
ッ
ダ
ム
町
に
、
ヤ
コ
ブ
・
フ
ァ
ー
ナ
ー
と
い
う
人
が
『
算
術
の
技
術
と
知
識
、
及

び
そ
の
規
則
と
実
用
』
の
教
師
と
し
て
招
か
れ
、
一
年
の
報
酬
は
二
○
　ポ

ン
ド磅　と
き
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
後
に
、
同
地
の

学
校
で
、
レ
コ
ー
ド
の
算
術
書
が
、M

ich
ael

M
etcalfe

と
い
う
人
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ(

2)た
。」

一
六
六
一
年
ニ
ュ
ー
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
）
の
学
校
教
師
規
程
の
中
に
は
、
教
師
が
、
学

校
で
教
う
べ
き
要
目
が
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
全
部
宗
教
に
関
係
あ
る
事
柄
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
要
目
の
次
に
、「
次

の
生
徒
か
ら
は
、
年
俸
の
ほ
か
に
、
別
に
報
酬
を
受
け
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
四
半
年
間
に
、
生
徒
一
名
か
ら

a
、
b
、
c
の
綴
方
と
読
方
を
学
ぶ
も
の
か
ら
は
　
三
○st.

読
方
と
習
字
を
学
ぶ
も
の
か
ら
は
　
五
○st.

読
方
と
習
字
と
筆
算(cip

h
er)

を
学
ぶ
も
の
か
ら
は
　
六
○st.

し
か
し
…
…
神
の
た
め
に
、
教
を
乞
う
も
の
に
は
、
無
報
酬
で
教
え
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
あ(

4)る
。

一
六
八
三
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
初
め
て
学
校
が
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
規
則
書
に
は
「
英
語
の
読
方
を
習
う
も
の

か
ら
一
季
に
四
s.
、
読
方
と
習
字
を
習
う
も
の
か
ら
六
s.
、
読
方
習
字
及
び
算
盤(cast

accou
n
t)

を
習
う
も
の
か
ら
八
s.
」
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を
徴
収
す
る
と
あ(

5)る
。

植
民
地
の
生
産
力
は
、
農
業
に
お
い
て
も
工
業
に
お
い
て
も
、
漸
次
進
展
を
加
え
た
、
移
民
の
中
か
ら
富
裕
の
商
人
も
現
わ

れ
て
き
た
。
一
七
一
七
年
エ
ー
ル
・
カ
レ
ー
ジ
の
新
設
に
際
し
て
、
金
と
書
籍
と
を
寄
贈
し
た
の
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
商
人
エ
ー

ル
で
あ
っ
た
。
産
業
の
発
展
は
実
用
算
術
を
要
求
し
始
め
た
。
親
方
は
徒
弟
の
た
め
に
、
算
術
の
初
歩
を
学
ば
し
め
る
必
要
が

起
こ
っ
た
。
一
七
二
七
年
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
の
鍛
冶
工
契
約
書
は
、
親
方
と
徒
弟
の
契
約
書
中
の
、
最
も
普
通
な
代
表
的
の
も
の

と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
次
の
約
束
が
書
か
れ
て
あ(

6)る
。

「
徒
弟
に
は
、
よ
く
記
帳
が
で
き
る
程
度
に
、art

of
A
rith

m
atick

（
こ
の
綴
を
見
よ
！
）
を
教
え
る
」

こ
れ
ら
の
要
求
に
応
ず
る
た
め
に
、
母
国
イ
ギ
リ
ス
か
ら
、
実
用
的
な
商
業
算
術
書
が
、
数
多
く
輸
入
さ
れ
た
。
あ
る
い
は
、

ホ
ッ
ダ
ー
（
初
版
一
六
六
一
年
）、
コ
ッ
カ
ー
（
初
版
一
六
七
八
年
）
等
々
。

　
算
術
と
相
ま
っ
て
、
比
較
的
に
広
く
植
民
地
に
流
行
し
た
数
学
的
科
学
は
、
航
海
学
と
測
量
術
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と

密
接
の
関
係
に
あ
る
三
角
法
―
―
た
と
え
ば
、N

orw
o
o
d
,
T
rigon

om
etrie,

W
hereu

n
to

Is
A
n
n
exed

a
T
reatise

of
the

A
pplication

thereof
in

the
T
hree

K
in
ds

of
S
ailin

g.
W
ith

the
N
ecessary

T
ables

U
sed

in
N
avigation

.
L
on

d
on

,

1931

な
ど
―
―
も
、
比
較
的
に
多
く
輸
入
さ
れ
た
が
、
幾
何
学
書
の
輸
入
は
稀
だ
っ
た
ら
し
い
。

か
く
て
産
業
の
発
達
に
伴
な
え
る
時
代
の
要
求
は
、
つ
い
に
北
ア
メ
リ
カ
の
地
に
お
い
て
、
か
な
り
の
程
度
に
実
用
的
算
術

を
説
明
し
た
書
籍
を
生
む
に
至
っ
た
。
こ
れ
す
な
わ
ち

W
illiam

B
rad

ford
,
T
he

Y
ou

n
g
M
an’s

C
om

pan
ion

(or,
the

S
ecretary’s

G
u
ide)

で
、
初
版
は
一
七
○
五
年
（
一
六
九
八
年
と
の
説
も
あ
る
）
に
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
で
発
行
さ
れ
、
一
七
三
八
年
ま
で
に
少
な
く

と
も
七
版
（
九
版
？
）
を
重
ね
た
。
こ
の
書
名
―
―
『
青
年
の
伴
侶
』
一
名
『
書
記
の
手
引
』
―
―
に
注
意
せ
よ
。
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こ
の
書
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
の
二
書

W
illiam

M
ath

er,
T
he

Y
ou

n
g
M
an’s

C
om

pan
ion

,
or

A
rithm

etick
M
ade

E
asy.

L
on

d
on

W
illiam

L
ey
b
ou

rn
,
A
rithm

etick,
V
u
lgar,

D
ecim

al,
In
stru

m
en

tal,
A
lgebraical.

L
on

d
on

,
の
焼
き
直
し
に
な
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
メ
ー
ザ
ー
の
著
は
、
一
種
の
日
用
百
科
全
書
ふ
う
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
中
に
は
簿
記
、
商
業
上
の
諸
勘
定
か
ら
、
あ
る
程
度
ま
で
、
左
官
、
大
工
、
煉
瓦
工
、
そ
の
他
類
似
の
職
工
の
要
求
に

応
ず
る
算
術
問
題
を
含
ん
で
い
た
。（
こ
の
書
の
中
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
各
地
方
で
開
か
れ
る
市
の
日
割
ま
で
も
載
っ
て
い

る
）。
ま
た
レ
ー
ボ
ル
ン
の
書
は
、
や
や
科
学
的
で
民
衆
的
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
利
息
、
割
引
、
割
戻
し
、

払
込
、
煉
瓦
積
み
そ
の
他
の
応
用
が
、
算
術
の
一
部
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
『
青
年
の
伴
侶
』
は
以
上
の
二
書
を
適
当
に
調
合
し
た
通
俗
百
科
全
書
で
、
そ
れ
は
四
部
に
分

か
た
れ
た
。
第
一
部
は“T

h
e
E
n
glish

”
の
綴
方
、
読
方
、
習
字
を
説
き
、
第
二
部
は
算
術
を
、
第
三
部
は
商
業
貿
易
用
文
の
認

め
を
取
扱
い
、
第
四
部
に
は
領
収
証
、
手
形
、
売
渡
証
書
、
そ
の
他
の
見
本
雛
形
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
第
二
部
の
表
題
―
―

『
易
し
く
し
た
算
術
。
そ
の
規
則
を
、
短
時
間
に
学
ぼ
う
と
欲
す
る
人
達
の
力
量
に
応
じ
て
親
し
く
説
明
し
た
も
の
』
―
―
は
こ

の
書
の
性
質
を
遺
憾
な
く
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
が
版
を
重
ね
つ
つ
あ
る
間
に
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
歓
迎
せ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
も
す
で
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
ホ
ッ
ダ
ー

の
算
術
が
飜
刻
さ
れ
た
。

J
am

es
H
o
d
d
er,

A
rithm

etick
;
or,

T
hat

N
ecessary

A
rt

M
ade

M
ost

E
asy.

B
oston

,
1719

こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
で
出
版
さ
れ
た
最
初
の
単
行
算
術
書
で
あ
っ
た
。“m

ad
e
m
ost

easy
”

―
―
こ
れ
が
民
衆
の
要
求
だ
っ

た
の
だ
。
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一
七
二
九
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
ア
メ
リ
カ
人
の
手
に
な
っ
た
最
初
の
単
行
算
術
書

Issac
G
reen

w
o
o
d
,
A
rithm

etick,
V
u
lger

an
d
D
ecim

al.
B
oston

,
1729

が
顕
わ
れ
た
。
者
者
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
は
、
そ
の
当
時
イ
タ
リ
ア
有
数
の
学
者
で
あ
り
、
一
七
二
七
年
か
ら
一
七
三
八
年
ま
で
、

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
数
学
な
ら
び
に
自
然
哲
学
（
す
な
わ
ち
物
理
学
）
の
教
授
で
あ
り
、
気
象
学
お
よ
び
空
中
電
磁
気
に
関

し
て
多
少
の
研
究
も
や
っ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
彼
の
算
術
書
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
書
は
最
初
の
三
分
の
二

に
お
い
て
、
数
え
方
、
加
法
、
減
法
、
乗
法
、
除
法
、
普
通
分
数
、
小
数
、
根
お
よ
び
　べ

き冪　
、
級
数
、
比
例
を
取
扱
い
、
最
後
の
三

分
の
一
を
純
然
た
る
商
業
算
術
に
捧
げ
て
い
る
。

思
う
に
ア
メ
リ
カ
人
は
、
母
国
イ
ギ
リ
ス
支
配
階
級
の
伝
統
的
封
建
思
想
、
国
教
帰
依
の
法
令
に
よ
る
束
縛
か
ら
、
は
る
か

に
自
由
だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
教
授
等
が
、
算
術
に
対
し
て
何
ら
の
関
心
を
も
払
わ
な
か
っ
た
時
代
に
、
ア
メ
リ
カ
の
一

大
学
教
授
が
算
術
書
を
著
わ
し
て
、
そ
の
中
に
商
業
上
の
応
用
を
多
く
取
入
れ
た
こ
と
も
、
産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
起
こ
れ
る

ア
メ
リ
カ
商
工
階
級
の
支
配
力
を
暗
示
す
る
と
同
時
に
、
宗
教
の
束
縛
か
ら
解
放
せ
ら
れ
ん
と
す
る
、
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
な
学

風
の
す
で
に
動
き
つ
つ
あ
る
徴
候
と
も
見
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
の
算
術
書
は
、
初
学
者
に
対
し
て

は
不
適
当
だ
っ
た
。
彼
は
四
則
計
算
の
知
識
を
読
者
に
予
期
し
て
、
計
算
規
則
の
証
明
を
与
え
、
か
な
り
に
困
難
な
数
学
的
思

考
を
読
者
に
要
求
し
て
、
専
門
的
事
項
を
採
用
し
過
ぎ
た
の
で
あ
る
。（
た
と
え
ば
、
開
法
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
方
法
、
生

命
保
険
に
関
す
る
ハ
レ
ー
の
表
な
ど
）。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
書
は
民
衆
の
間
に
受
け
い
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
存
在
さ
え
も
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
事
情
を
明
ら
か
に
知
る
た
め
に
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
育
状
態
を
知
る
を
要
す
る
。
当
時
ア
メ
リ
カ

の
地
に
は
、
そ
の
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
と
同
時
に
、
正
規
の
学
校
以
外
に
、
種
々
の
不
規
則
な
学
校
が
多
か
っ
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た
。
た
と
え
ば
そ
こ
に
は
、
婦
人
の
経
営
に
係
わ
る
、
貧
弱
な
る
小
学
校(D

am
e
sch

o
ol)

が
あ
っ
た
。
あ
る
地
方
に
は
慈

善
学
校
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
で
は
算
術
も
教
え
ら
れ
た
。
き
わ
め
て
貧
弱
な
る
地
方
巡
歴
の
学
校
も
し
ば
し
ば
企
て
ら
れ
、

そ
こ
で
は
「
年
季
契
約
の
白
人
奴
隷
」
が
時
々
教
師
と
し
て
使
役
さ
れ
た
。

次
に
掲
げ
る
一
文
は
、
一
七
三
五
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
発
行
のA

m
erican

W
eekly

M
ercu

ry

紙
上
に
顕
わ
れ
た
「
教

師
売
渡
し
」
の
広
告
で
、
植
民
時
代
を
通
じ
て
、
怪
し
げ
な
私
立
小
学
校
に
行
な
わ
れ
た
、
あ
り
ふ
れ
た
事
実
の
代
表
的

一
例
で
あ(

7)る
。

　
　
　
　
四
箇
年
契
約
の
一
人
の
良
き
奉
公
人
を
処
理
し
た
し
。

彼
は
書
記
と
し
て
も
、
学
校
教
師
と
し
て
も
、
至
極
適
当
の
人
物
に
し
て
、
読
書
習
字
を
よ
く
し
、
算
術
を
解
し
、
は

な
は
だ
計
算
に
巧
な
り
。
本
紙
発
行
者
宛
に
御
照
会
あ
れ
。

こ
の
憐
れ
む
べ
き
教
育
状
態
の
中
に
お
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
の
算
術
書
は
、
大
学
程(

8)度
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
註

(

1)
H
u
d
son

a
n
d
G
u
ern

sey,
T
h
e
U
n
ited

S
ta
tes,

p
.
141.

(

2)
cip

er

とcast
a
ccou

n
t

と
の
意
味
を
、
私
はK

arp
in
sk
i,
H
istro

y

（
前
掲
）
三
三
頁
、
四
一
頁
に
従
っ
て
解
釈
し
た
が
、
時
に
は
こ
の

一
つ
あ
る
い
は
二
つ
で
、
た
だ
勘
定
す
る
く
ら
い
の
意
味
に
と
っ
た
方
が
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

(

3)
K
arp

in
stk

i

（
同
上
）
一
七
三
頁
。

(

4)
C
u
b
b
erley,

R
ea
d
in
gs

（
前
掲
）
三
○
五
頁
、
三
○
七
頁
、
三
一
○
頁
。

(

5)

同
右
。

(

6)

同
右
。
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(

7)

こ
の
広
告
の
写
真
はC

u
b
b
erley,

H
isto

ry

（
前
掲
）
四
五
二
頁
に
載
せ
て
あ
る
。〔
小
倉
『
数
学
教
育
史
』
一
七
五
頁
〕

　
学
問
の
あ
る
教
師
が
一
八
世
紀
末
ま
で
欠
乏
し
て
い
た
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
も
見
ら
れ
る
現
象
だ
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
、

一
七
二
二
年
に
田
舎
の
学
校
教
師
を
裁
縫
師
、
織
物
師
、
鍛
冶
屋
、
車
輪
製
造
人
お
よ
び
大
工
の
中
か
ら
選
ぶ
べ
し
と
の
法
令
が
出
た
こ

と
が
あ
る
。
数
学
教
師
に
つ
い
て
は
、G

ru
n
d
el,

M
a
th
em

a
tik

a
n
d
en

d
eu
tsch

en
h
ö
h
eren

S
ch
u
len

,
T
eil

II
(1929),

S
.
142

を

見
よ
。

(

8)

グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
教
授
時
代
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
で
使
用
さ
れ
た
、
ワ
ー
ド
の
数
学
書
（
イ
ギ
リ
ス
輸
入
）
の
貧
弱
さ
に
つ
い
て
は
、
カ
ジ
ョ

リ
『
初
等
数
学
史
』
三
二
三
頁
を
見
よ
。

四

し
か
し
な
が
ら
生
産
力
は
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
今
そ
の
概
念
を
与
え
る
た
め
に
た
だ
そ
の
一
例
と
し
て
、
こ
こ
に
貿
易
額
の

統
計
を
挙
げ
よ
う
。年

　
（
平
均
）

（
英
国
へ

の
輸
出
）（
単
位

千
磅
）
（
英
国
よ
り
の

輸
入

）（
単
位

千
磅
）

一
七
〇
〇
―
一
〇

二
六
六

二
六
七

一
七
一
〇
―
二
〇

三
九
三

三
六
六

一
七
二
〇
―
三
〇

五
一
九

四
七
一

一
七
三
〇
―
四
〇

六
七
〇

六
六
〇

一
七
四
〇
―
五
〇

七
〇
九

八
一
三

一
七
五
〇
―
六
〇

八
〇
三

一
五
七
七

一
七
六
〇
―
七
〇

一
〇
四
五

一
七
六
三
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右
表
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
そ
の
植
民
地
ア
メ
リ
カ
と
の
問
の
貿
易
額
の
年
平
均
を
、
イ
ギ
リ
ス
税
関
の
調
査
に
も
と
つ
い

て
、
概
数
を
取
扱
っ
た
も
の
で
あ(

1)る
。

こ
の
急
激
な
る
発
展
を
見
る
が
よ
い
。
一
八
世
紀
の
中
葉
か
ら
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
、
表
面
は
清
教
徒
と
し
て

夢
想
的
だ
っ
た
が
、
実
は
「
抜
目
な
い
実
際
家
で
あ
り
、
世
上
の
業
務
に
忙
わ
し
く
、
雲
よ
り
も、　よ、　り
堅
牢
な
る
或
物
の
上
に
、

彼
等
の
新
な
る
ゼ
ル
サ
レ
ム
を
建
設
す
る
に
熱
心
だ
っ(

2)た
。」

「
一
七
四
○
年
商
業
上
の
不
景
気
が
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
々
を
襲
っ
た
。
彼
ら
の
心
は
、
も
は
や
宗
教
を
第

一
に
置
か
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
第
一
の
関
心
事
は
、
か
え
っ
て
商
業
に
あ
っ(

3)た
。」

そ
れ
は
独
り
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
み
に
止
ま
ら
な
い
。
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
に
も
商
工
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
興
起
を
見
、

そ
こ
に
は
図
書
館
さ
え
も
設
立
さ
れ
た
。

民
衆
が
目
醒
め
て
き
た
の
だ
。「
よ
り
実
際
的
に
、
よ
り
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
に
」
の
声
は
、
正
規
の
学
校
に
対
し
て
投
じ
ら
れ
、

教
育
は
宗
教
か
ら
解
放
さ
れ
ん
と
し
、
田
舎
に
お
い
て
もth

ree
R
’s

が
宗
教
に
代
わ
ら
ん
と
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
か
く

て
一
七
四
八
年
に
及
ん
で
、
農
民
用
の
算
術
書

J
on

ath
an

B
u
rn
h
am

,
A
rithm

etick
for

the
U
se

of
F
arm

ers
an

d
C
ou

n
try

P
eope.

N
ew

L
on

d
on

,
1784

の
出
版
を
み
る
。
一
八
世
紀
に
あ
っ
て
は
稀
有
の
表
題
の
書
で
あ
っ
た
が
、
惜
し
む
べ
し
、
こ
の
書
今
日
に
伝
わ
ら
な
い
。
同

じ
年
に
は
、
有
名
な
る

G
eorge

F
ish

er,
T
he

A
m
erican

In
stru

ctor
;
or,

Y
ou

n
g
M
an’s

B
est

C
om

pan
ion

,
C
on

tain
in
g
S
pellin

g,
R
eadin

g,

W
ritin

g,
an

d
A
rithm

etick,
in

E
asier

W
ay

than
A
n
y
yet

P
u
blished

が
出
版
さ
れ
た
。
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ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ラ
ッ
ク
夫
人
の
筆
名
で
あ
る
。
彼
女
は
コ
ッ
カ
ー
の
算
術
書
の
校
訂
者
と

し
て
も
有
名
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
「
算
術
の
著
述
家
と
し
て
史
上
に
残
る
唯
一
の
婦
人
」
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
書
は
、
彼
女
が

一
七
三
六
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
、“T

h
e
In
stru

ctor
;
or

Y
ou

n
g
M
an

’s
B
est

C
om

p
an

ion
”

の
題
名
の
下
に
出
版
し
た
も
の
を
、

改
名
翻
刻
し
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
版
の
み
で
、
一
七
九
九
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
一
六
版
に
達
し
た
が
、
一
七
四
八
年
の

初
版
か
ら
一
七
五
三
年
の
重
版
ま
で
は
、
当
時
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
印
刷
業
者
だ
っ
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
お

よ
び
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ホ
ー
ル
の
出
版
に
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
書
の
中
に
は
、
商
業
書
翰
の
認
め
方
（
契
約
書
、
借
用
証
書
、
売
渡
証
書
、
領
収
書
、
手
形
、
そ
の
他
の
諸
形
式
）。

商
業
帳
簿
（
簿
記
、
ア
メ
リ
カ
各
植
民
地
の
状
態
）。
大
工
に
必
要
な
平
易
で
正
確
な
法
則
（
大
工
、
煉
瓦
積
工
、
石
工
、
鉛

管
工
、
そ
の
他
の
工
作
者
は
、
い
か
に
し
て
測
定
す
る
か
。
い
か
に
し
て
、
ま
た
い
か
な
る
金
額
で
、
仕
事
を
請
負
う
か
）。

商
品
の
相
場
、
日
雇
人
の
賃
銭
、
樽
の
容
量
の
簡
単
な
測
り
方
、
日
時
計
の
装
置
の
類
か
ら
「
貧
し
き
植
民
の
医
師
」（
家
庭

薬
品
）、
酒
の
造
り
方
、
食
物
の
保
存
法
、
漬
物
の
漬
け
方
な
ど
に
至
る
ま
で
、
い
か
に
も
行
き
届
い
た
、
女
ら
し
い
細
々

し
さ
を
見
せ
て
い
る
。（
そ
の
中
に
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
普
及
し
て
い
た
ガ
ン
タ
ー
の
函
数
尺
や
、
コ
ッ
ゲ
シ
ャ
ー
ル
の

計
算(

4)尺
の
記
載
が
あ
る
の
は
、
興
味
深
い
こ
と
と
思
う
。）

先
覚
者
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
出
版
し
た
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
通
俗
算
術
書
は
、
決
定
的
な
成
功
を
博
し
た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
啓

蒙
時
代
に
お
い
て
、
こ
の
書
は
完
全
に
そ
の
役
割
を
演
じ
た
。
啓
蒙
の
書
が
、
中
世
期
の
イ
シ
ド
ル
ス
、
カ
ペ
ラ
よ
り
、
一
八

世
紀
の
ア
ン
シ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
に
至
る
ま
で
、
い
か
に
し
ば
し
ば
通
俗
百
科
全
書
の
形
式
を
取
る
か
を
見
よ
。

宗
教
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
科
学
的
現
実
を
基
礎
と
す
る
教
育
の
暁
は
近
づ
い
て
き
た
。
一
七
五
一
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
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創
設
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
実
に
中
等
学
校
に
お
け
る
革
新
の
先
駆
者
と
し
て
現
わ
れ
た
。
こ
れ
を
国
教
帰
依

の
法
令
か
ら
縛
ら
れ
て
い
る
、
イ
ギ
リ
ス
の
中
等
学
校
―
―
「
政
治
的
並
び
に
宗
教
的
偽
善
以
外
の
何
物
を
も
教
え
る
こ
と
を

許
さ
れ
ず
…
…
二
世
紀
以
上
の
間
（
一
六
六
二
―
一
八
七
〇
）、
国
民
生
活
か
ら
事
実
上
撤
去
さ
れ(

5)た
」
イ
ギ
リ
ス
中
等
学
校
と

比
較
せ
よ
！

こ
れ
を
数
学
の
方
面
か
ら
見
て
も
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
は
、
テ
ー
ラ
ー
、
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
、
ド
・
モ
ア
ヴ
ル
等
の
有
力
な

る
数
学
者
が
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
「
知
識
的
貴
族
」
は
、
民
衆
の
数
学
と
は
何
等
の
交
渉
も
な
か
っ
た
。
当
時
の
代
表

的
詩
人
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ポ
ー
プ
（
一
六
八
八
―
一
七
四
四
）
は
、
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
が
人
民
の
た
め
に
書
い
て
、
上
流
社
会
の

人
々
の
た
め
に
書
か
な
か
っ
た
こ
と
の
遺
憾
を
述
べ
た
。「
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
は
、
も
し
も
上
流
社
会
の
保
護
と
廷
臣
の
支
持
と
を

得
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
も
つ
と
良
く
書
い
た
で
あ
ら(

6)う
」
と
。
こ
の
階
級
的
貴
族
性
の
、
中
等
学
校
に
お
け
る
反
映
を
見
よ
。「
一

八
世
紀
の
終
わ
り
ま
で
、
イ
ー
ト
ン
の
如
き
（
貴
族
）
学
校
に
は
、
算
術
教
師
な
ど
と
云
ふ
や
う
な
も
の
は
居
な
か
つ
た
。
一

七
五
○
年
ウ
ォ
レ
ン
・
ヘ
ス
チ
ン
グ
ス
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
校
に
ゐ
た
が
、
ベ
ン
ガ
ル
に
渡
航
す
る
に
就
い
て
、
算
術
と

簿
記
と
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
ら
、
商
業
学
校
に
転
校
さ
せ
ら
れ(

7)た
。」

こ
れ
に
反
し
て
、
植
民
地
ア
メ
リ
カ
は
有
力
な
る
数
学
者
を
生
ま
な
か
っ
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
指
導
者
の
周
囲
に
は
、
容

易
に
読
み
得
る
通
俗
算
術
書
が
置
か
れ
て
い
た
。
数
学
の
愛
好
者
の
中
か
ら
、
多
く
の
人
材
が
現
わ
れ
出
で
た
こ
と
は
、
こ
れ

を
革
命
時
代
の
指
導
者
に
照
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
物
理
学
者
と
し
て
偉
大
な
る
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
数
学
に
も
興
味
を
持
っ

た
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
青
年
の
折
に
、
優
れ
た
る
測
量
技
師
で
あ
っ
た
。
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
数
学
的

科
学
の
熱
心
な
る
愛
好
者
だ
っ(

8)た
。

　
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
（
一
七
〇
六
―
九
〇
）
が
科
学
者
と
し
て
の
偉
大
さ
は
、
こ
こ
に
説
く
を
要
し
な
い
。
彼
の
周
囲
に
は
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数
学
、
物
理
学
の
友
が
多
か
っ
た
。
彼
自
身
も
一
時
、
魔
方
陣
の
研
究
に
興
味
を
も
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
（
一
七
三
二
―
九
九
）
は
一
六
歳
に
し
て
数
学
と
測
量
を
学
ん
だ
。
彼
の
書
斎
か
ら
見
出
さ
れ
た
も
の
に

W
illiam

L
ey
b
ou

rn
,
C
om

pleat
S
u
rveyor,

L
on

d
on

,
1679

が
あ
る
。
独
立
戦
争
後
に
、彼
は
度
量
衡
お
よ
び
貨
幣
に
、十

進
法
を
用
い
る
こ
と
を
計
画
し
た
こ
と
が
あ
る
。

第
三
次
の
大
統
領
ジ
ェ
ッ
フ
ァ
ー
ソ
ン
（
一
七
四
三
―
一
八
二
六
）
は
科
学
上
の
友
が
多
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
彼
自
ら

科
学
を
愛
し
た
。
一
七
九
○
年
十
進
法
の
制
度
を
議
会
に
提
議
し
た
の
は
、
実
に
彼
で
あ
っ
た
。
彼
は
ス
イ
ス
か
ら
、
ハ
ッ

ス
レ
ル
を
聘
し
て
、
沿
岸
測
量
を
行
な
わ
せ
、
精
密
な
度
量
衡
原
器
を
作
ら
せ
た
。

植
民
地
の
産
業
の
発
展
、
そ
れ
に
応
じ
た
政
治
組
織
の
進
歩
は
、
重
商
主
義
の
イ
ギ
リ
ス
支
配
階
級
と
、
植
民
地
の
支
配
階

級
を
衝
突
せ
し
め
る
に
至
っ
た
。
独
立
戦
争
の
開
始
（
一
七
七
五
年
）
か
ら
、
合
衆
国
独
立
の
後
、
新
政
府
樹
立
（
一
七
八
九

年
）
の
前
年
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
広
く
行
な
わ
れ
た
算
術
書
は
、

　
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ィ
ツ
シ
ャ
ー
（
初
版
一
七
四
八
年
、
一
七
八
八
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
十
四
版
、
一
七
九
九
年
ま
で
に

少
な
く
と
も
十
六
版
）

　
ヂ
ル
ウ
ォ
ー
ス
（
初
版
一
七
七
三
年
、
一
七
八
八
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
七
版
、
一
七
九
九
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
十

八
版
）

　
フ
ェ
ン
ニ
ン
グ
（
初
版
一
七
七
四
年
、
一
七
八
八
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
二
版
、
一
七
九
九
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
九

版
）

　
そ
の
他
コ
ッ
カ
ー
、
ボ
ン
ニ
キ
ャ
ッ
ス
ル

等
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
ら
は
す
べ
て
皆
イ
ギ
リ
ス
算
術
の
飜
刻
だ
っ
た
こ
と
に
注
目
せ
よ
。
独
立
戦
争
の
直
前
、
植
民
地
の
人
々
は
、
イ
ギ
リ
ス

商
品
の
不
買
同
盟
を
行
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
算
術
を
排
撃
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
イ
ギ
リ

ス
以
外
の
算
術
を
、
ほ
と
ん
ど
何
も
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
現
に
独
立
戦
争
（
一
七
七
五
―
一
七
八
三
）
中
に
出
版
さ
れ
た
、

ア
メ
リ
カ
人
自
ら
の
算
術
書
と
し
て
は
、
貧
弱
な
る
デ
ィ
ー
ア
ボ
ー
ン
の
三
○
頁
に
足
ら
な
い
小
冊
子
あ
る
の
み
で
、
他
に
は
イ

ギ
リ
ス
の
飜
刻
（
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
お
よ
び
コ
ッ
カ
ー
）
以
外
に
、
全
く
何
物
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。〔
以
下
二
行
省
略
す
る
。〕

さ
て
こ
の
時
代
を
通
じ
て
、
最
も
大
な
る
足
跡
を
残
し
た
算
術
書

T
h
om

as
D
ilw

orth
,
T
he

S
choolm

aster’s
A
ssistan

t,
B
ein

g
a
C
om

pen
diu

m
of

A
rithm

etic

の
著
者
ヂ
ル
ウ
ォ
ー
ス
は
イ
ギ
リ
ス
の
人“A

n
ew

G
u
id
e
of

th
e
E
n
glish

T
on

gu
e,”

1740

の
著
者
と
し
て
、
初
等
教
育
史
上

に
そ
の
名
を
留
め
る
。
彼
の
算
術
書
は
一
七
四
四
年
頃
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
せ
ら
れ
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
商
業
算
術
の
代
表
作

で
あ
っ
た
。
整
数
、
分
数
、
小
数
（
根
、
利
息
、
年
金
、
償
還
）、
問
題
（
数
学
遊
戯
を
含
む
）、
十
二
進
法
及
び
種
々
の
記
数
法

の
五
篇
よ
り
成
り
、
理
論
を
抜
き
に
し
た
実
用
算
術
書
の
見
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

彼
は
定
義
、
題
目
の
論
理
的
順
序
な
ど
に
、
無
頓
着
だ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
算
術
書
の
著
者
と
し
て
の
学
力
さ

え
、
彼
に
は
疑
わ
れ
る
の
だ
。
現
に
そ
の
書
の
中
に
は
、
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
な
不
定
問
題
を
含
み
、
分
数
の
和
を
求
め
る

の
に
、
分
母
の
最
小
公
倍
数
を
求
め
な
い
で
、12

+
78
=

1
616

な
ど
と
し
て
い
る
。
彼
の
書
の
中
に
は
、
証
明
と
い
う
よ
う
な
も

の
は
、
少
し
も
見
当
た
ら
な
い
。
彼
に
知
ら
れ
たp

ro
of

な
る
言
葉
は
、「
乗
法
と
除
法
と
は
、
互
い
に
検
算
さ
れ
る
」
と
い
う

よ
う
な
種
類
の
も
の
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
実
に
内
容
の
、
は
な
は
だ
し
き
堕
落
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
塗
り
か
く
す
と
こ
ろ
の
、
そ
の
説
明

の
技
巧
を
見
る
が
よ
い
。
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「
沢
山
に
重
い
貨
物
を
買
っ
た
人
に
は
、
通
例
ど
ん
な
割
引
を
す
る
の
か
？

テ
ー
ル
と
ト
レ
ッ
ト
と
ク
ロ
ッ
フ
で
す
。

テ
ー
ル
と
は
何
か
？

テ
ー
ル
と
は
箱
、
袋
、
瓶
、
そ
の
ほ
か
何
ん
で
も
買
っ
た
品
物
を
容
れ
る
も
の
の
目
方
を
、
買
手
に
差
引
く
こ
と

で
す
。

ト
レ
ッ
ト
と
は
何
か
？

ト
レ
ッ
ト
と
は
、
商
人
が
一
○
四
　ポ

ン
ド

封
度　
の
中
か
ら
四
　ポ

ン
ド

封
度　
を
買
手
に
差
引
い
て
や
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
商
品

の
中
か
ら
、
屑
ま
た
は
汚
物
の
分
と
し
て
、
二
十
四
分
の
一
を
差
引
く
の
で
す
。

ク
ロ
ッ
フ
と
は
何
か
？

ク
ロ
ッ
フ
と
は
　も

っ
し
ょ
く
し

没
食
子　
、
茜
、
漆
、
粗
酒
石
、
そ
の
他
の
商
品
を
三
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
ウ
ェ
ー
ト
以
上
買
っ
た
ロ

ン
ド
ン
市
民
に
、
一
ド
ラ
フ
ト
毎
に
二
　ポ

ン
ド

封
度　
割
引
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
等
の
割
引
を
外
国
で
は
何
と
呼
ん
で
い
る
か
？

「
ロ
ン
ド
ン
の
恩
典
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、こ
ん
な
割
引
を
す
る
所
は
、ど
こ
に
も
な
い
の
で
す
か
ら
。」

こ
の
技
巧
こ
そ
実
に
一
八
世
紀
の
擬
古
典
主
義
全
盛
時
代
に
お
け
る
、
不
自
然
な
技
巧
を
連
想
せ
し
め
る
も
の
で
は
な

い
の
か
？
こ
の
時
代
に
お
い
て
こ
の
書
が
商
業
算
術
の
花
だ
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
一
七
九
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
版
に

は
著
者
に
献
じ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
デ
ー
ン
の
詩
が
あ
る
。

“D
ilw

orth
,
th
e
m
an

b
y
graciou

s
H
eaven

d
esign

’d

A
frien

d
,
a
fath

er
to

th
e
h
u
m
an

k
in
d
;
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W
h
ose

active
d
iligen

ce,
an

d
w
arm

er
zeal

U
n
ited

,
cen

ter
in

th
e
p
u
b
lic

w
eal

!

F
ain

w
ou

ld
m
y
m
u
se

d
isch

arge
th
e
d
eb
t
of

p
raise,

W
ith

fresh
ad

d
ition

to
th
y
circlin

g
b
ay
s.
…
…
　
…
…
　
…
…”

次
に
フ
ェ
ン
ニ
ン
グ
の“T

h
e
R
ead

y
R
eckon

er”

は
、
や
は
り
実
用
を
主
と
し
た
も
の
で
、
商
業
的
計
算
に
用
い
ら
れ
る
諸

表
を
多
く
掲
載
し
て
い
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
、
ウ
ー
ル
ウ
ィ
ッ
チ
海
軍
大
学
教
授
の
著

　
　J

oh
n
B
on

n
y
castle,

T
he

S
cholar’s

G
u
ide

to
A
rithm

etic.
B
oston

,
1786

は
、
科
学
的
に
見
て
や
や
価
値
あ
る
書
で
あ
り
、
計
算
規
則
に
は
証
明
を
付
し
、
そ
の
一
部
分
に
は
規
則
の
代
数
的
表
示
を
与

え
て
い
る
。
こ
の
書
の
出
顕
（
初
版
一
七
八
○
年
、
ロ
ン
ド
ン
）
は
、
低
級
な
る
商
業
算
術
か
ら
、
改
新
の
一
歩
を
進
め
た
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
も
知
識
階
級
の
間
に
用
い
ら
れ
た
。

　
　
註

(

1)
V
a
n
M
etre,

E
co
n
o
m
ic

H
isto

ry
o
f
U
n
ited

S
ta
tes,

p
.
101

よ
り
抜
萃
。

(

2)
L
ow

ell

の
語
。H

u
d
son

an
d
G
u
ern

sey

（
前
掲
）
一
六
頁
。

(

3)
M
.
L
.
G
reen

,
D
evelo

p
m
en

t
o
f
R
eligio

u
s
L
iberty

in
C
o
n
n
ecticu

t,
p
.
226.

(

4)
C
a
jori,

H
isto

ry
o
f
L
oga

rith
m
ic

S
lid

e
R
u
le

参
照
。

(

5)

前
掲
ド
・
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
の
語
。

(

6)

プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
『
階
級
社
会
の
芸
術
』（
蔵
原
惟
人
氏
訳
）
一
三
頁
。
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(

7)

カ
ジ
ョ
リ
『
初
等
数
学
史
』
よ
り
。

(
8)

詳
し
く
は
、C

a
jori,

E
a
rly

M
a
th
em

a
tica

l
S
cien

ces

（
前
掲
）
を
見
よ
。

五

戦
争
の
終
局
（
一
七
八
三
年
）
か
ら
新
政
府
の
樹
立
（
一
七
八
九
年
）
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
史
上
の
危
機
と
呼
ば
れ
る
。
戦
争

に
続
い
て
の
政
治
の
混
乱
、
経
済
の
　び

ん
ら
ん

紊
乱　
、
外
債
の
後
始
末
―
―
そ
こ
に
は
経
済
的
、
社
会
的
不
安
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
　か

よ
う

斯
様　
な
不
安
の
間
に
も
、
民
衆
の
間
に
新
興
の
意
気
の
あ
が
っ
て
き
た
こ
と
は
、
算
術
書
出
版
の
急
激
な
る
進
展

か
ら
も
窺
い
得
よ
う
。

　
　
ア
メ
リ
カ
出
版
算
術
書
の
数
（
重
版
を
も
含
む
）

一
七
六
四
―
六
八
年
　
一
、
一
七
六
九
―
七
三
年
　
三
、
一
七
七
四
―
七
八
年
　
三
、

一
七
七
九
―
八
三
年
　
五
、
一
七
八
四
―
八
八
年
二
○
、
一
七
八
九
―
九
三
年
二
四
、

一
七
九
四
―
九
八
年
三
四
。

一
方
に
お
い
て
は
教
育
の
改
造
も
す
で
に
そ
の
緒
に
つ
い
て
い
た
。
一
七
八
八
年
マ
ッ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ッ
州
ア
ン
ド
ウ
ァ
ー

に
設
立
さ
れ
た
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
趣
意
書
は
、
改
造
の
精
神
を
語
っ
て
余
り
あ
る
。
―
―
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
フ
リ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ま
た
は
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
青
年
に
た
だ
英
語
、
ラ
テ
ン
文
法
、
習
字
、
算
術
、
並
び
に
普
通
教
え

ら
れ
て
い
る
諸
学
科
を
教
え
る
た
め
に
設
立
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
上
に
、
特
に
生
活
の
大
目
的
と
現
実
の
実
務
を

教
え
る
を
主
眼
と
す(

1)る
。」

こ
の
新
興
の
気
運
の
中
で
、
合
衆
国
の
独
立
を
記
念
す
る
と
こ
ろ
の
、
真
に
ア
メ
リ
カ
的
な
算
術
書
が
、
ア
メ
リ
カ
の
一
市
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民
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
卒
業
生
ニ
コ
ラ
ス
・
パ
イ
ク
（
一
七
四
三
―
一
八
一
九
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
そ
れ
は

N
ich

olas
P
ike,

A
N
ew

an
d
C
om

plete
S
ystem

of
A
rithm

etic,
C
om

posed
for

the
U
se

of
the

C
itizen

s
of

the
U
n
ited

S
tates.

N
ew

b
u
ry
p
ort,

1788

と
、
こ
れ
を
抄
録
平
易
化
し
た

N
ich

olas
P
ike,

A
bridgem

en
t
of

the
N
ew

an
d
C
om

plete
S
ystem

of
A
rithm

etic.
N
ew

b
u
ry
p
or,

1793

で
あ
る
。
前
者
は
数
年
な
ら
ず
し
て
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
諸
大
学
に
採
用
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
普
通
の
算
術
題
目

の
ほ
か
に
、
対
数
、
三
角
法
、
代
数
、
お
よ
び
円
錐
曲
線
に
関
す
る
簡
単
な
記
述
が
あ
っ
た
。
後
者
は
初
等
的
の
も
の
で
、
ア
メ

リ
カ
人
自
ら
の
手
で
書
か
れ
た
算
術
書
中
、
広
く
普
及
し
た
最
初
の
著
述
で
あ
り
、
半
世
紀
以
上
の
生
命
を
保
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
は
算
術
を
学
ぶ
学
生
は
、
決
し
て
た
だ
児
童
に
は
限
ら
な
か
っ
た
。
パ
イ
ク
の
書
は
で
き
る
だ
け
多
く
、
算
術
の
応
用

を
集
め
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
が
、
さ
よ
う
な
商
業
算
術
の
完
全
な
研
究
は
、
こ
の
書
が
現
に
産
業
に
従
事
し
て
い
る
、
ま

た
は
近
く
従
事
せ
ん
と
す
る
成
人
を
主
要
目
的
と
し
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
独
立
当
時
の
「
危
機
」
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
人

の
経
済
生
活
が
、
い
か
に
不
安
混
乱
の
裡
に
あ
っ
た
か
を
、
こ
の
書
は
明
ら
か
に
物
語
っ
て
く
れ
る
。

た
と
え
ば
こ
の
書
の
一
七
八
八
年
版
か
ら
目
方
と
長
さ
に
関
す
る
表
の
一
部
分
を
抜
萃
し
よ
う
。

欧
州
の
主
要
都
市
の
目
方
と
ア
メ
リ
カ
の
目
方
と
の
比
較
表

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
、
百
封
度
に
つ
き
ア
メ
リ
カ
の

ポ
ン
ド

オ
ン
ス

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

一
〇
〇

〇
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ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
パ
リ
、
ボ
ル
ド
ー
一
〇
九
　
　
　
八

ア
ン
ト
ワ
ー
プ

一
〇
三

一
二

ル
ー
ア
ン

一
一
三

一
四

リ
オ
ン

九
四

三

ツ
ー
ル
ー
ズ

九
二

六

ハ
ン
ブ
ル
グ

一
〇
七

五

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

一
一
一

一
一

ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ

一
〇
四

五

欧
州
諸
国
の
長
さ
と
ア
メ
リ
カ
の
長
さ
と
の
比
較
表

ア
メ
リ
カ
の
一
フ
ー
ト
即
ち
一
○
○
○
パ
ー
ツ(p

arts)

に

に
つ
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
パ
ー
ツ

ロ
ン
ド
ン

一
〇
〇
〇

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

九
四
二

ア
ン
ト
ワ
ー
プ

九
四
六

フ
ラ
ン
ス

九
三
六

ス
ロ
ッ
ト
ラ
ン
ド

一
〇
〇
五

ヴ
ェ
ニ
ス

一
一
六
二

ダ
ン
チ
ッ
ヒ

九
四
四

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

九
四
八

ボ
ロ
ニ
ア

一
二
〇
四

こ
れ
実
に
何
ん
た
る
混
雑
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
貨
幣
の
換
算
を
見
よ
。
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「
ニ
ュ
ー
・
パ
ン
プ
シ
ャ
イ
ア
、
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
、
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
、
カ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、
及
び
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

ア
」
貨
幣
を
、

⑴
「
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
及
び
北
カ
ロ
ラ
イ
ナ
」
貨
幣
に
換
算
す
る
に
は
、
与
え
ら
れ
た
金
額
に
そ
の
三
分
の
一
を
加
え
よ
。

⑵
「
ベ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
、
ニ
ュ
ー
・
ゼ
ル
シ
ー
、
デ
ラ
ウ
ェ
ー
ア
及
び
メ
リ
ー
・
ラ
ン
ド
」
貨
幣
に
換
算
す
る
に
は
、

与
え
ら
れ
た
金
額
に
そ
の
四
分
の
一
を
加
え
よ
。

⑶
「
南
カ
ロ
ラ
イ
ナ
及
び
ジ
ョ
ル
ジ
ア
」
貨
帯
に
換
算
す
る
に
は
、
与
え
ら
れ
た
金
額
を
七
倍
し
て
、
そ
の
積
を
九
で

割
れ
。

か
よ
う
な
換
算
が
「
連
盟
貨
幣
」、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
貨
幣
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
貨
幣
、「
カ
ナ
ダ
及
び
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
チ
ア
」
貨

幣
、
ツ
ー
ル
の
リ
ー
ヴ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
の
ミ
ル
・
ド
ル
に
対
し
て
行
な
わ
れ
る
。
パ
イ
ク
は
貨
幣
換
算
に
二
十
二
頁
を
費

し
た
。

　か
よ
う
斯
様　
な
度
量
衡
お
よ
び
貨
幣
の
混
乱
時
代
に
、
パ
イ
ク
は
こ
れ
ら
に
対
す
る
民
衆
の
理
解
に
資
す
る
た
め
に
、
彼
は
そ
の
算
術

の
中
に
、
合
衆
国
各
州
の
公
債
証
書
、
償
還
に
関
す
る
各
州
お
よ
び
政
府
の
諸
法
律
を
、
採
用
す
る
を
厭
わ
な
か
っ
た
。
か
く

て
新
政
府
の
樹
立
に
前
後
し
て
現
わ
れ
た
こ
の
書
こ
そ
、
よ
く
新
時
代
の
要
求
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ

シ
ン
ト
ン
が
賞
讃
の
手
紙
を
著
者
に
送
っ(

2)た
の
も
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
、
エ
ー
ル
、
ダ
ー
ト
マ
ウ
ス
諸
大
学
の
総
長
が
、
こ
の
書

の
た
め
に
推
薦
状
を
贈
っ(

3)た
の
も
、
必
ず
し
も
無
意
味
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

新
政
府
の
樹
立
、
財
政
金
融
制
度
の
確
立
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
続
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
戦
乱
は
、
合
衆
国
に
顕
著
な
る
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経
済
的
、
資
本
主
義
的
進
展
を
与
え
た
。
イ
ギ
リ
ス
算
術
書
は
、
漸
々
ア
メ
リ
カ
算
術
書
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
始
め
た
。（
次
の

表
を
見
よ
）ア

メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
算
術
書
の
数
（
重
版
を
含
む
）

イ
ギ
リ
ス
書

ア
メ
リ
カ
書

一
七
七
四
―
七
八

三

―

一
七
七
九
―
八
三

三

二

一
七
八
四
―
八
八

一
三

七

一
七
八
九
―
九
三

一
四

一
○

一
七
九
四
―
九
八

一
一

二
三

パ
イ
ク
に
続
い
て
出
版
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
算
術
書
中
、
特
色
あ
る
二
、
三
の
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、

（
一
）
ま
ず
「
連
盟
」
の
名
を
標
記
し
た
数
多
く
の
書
、
た
と
え
ば

　T
h
om

as
S
argean

t,
T
he

F
ederal

A
rithm

etician
.
P
h
ilad

elp
h
ia,

1793

（
二
）
こ
れ
ま
で
「
ア
メ
リ
カ
貨
幣
ド
ル
の
略
号
と
し
て
の
＄
を
印
刷
し
た
最
初
の
書
」
と
呼
ば
れ
て
い(

4)た

　C
h
au

n
cey

L
ee,

A
m
erican

A
ccou

n
tan

t.
L
an

d
in
gsb

u
rg,

1797

の
ご
と
き
会
計
ま
た
は
簿
記
に
関
す
る
算
術
書
、
お
よ
び

（
三
）
女
子
教
育
に
関
す
る

　D
av
id

K
en
d
all,

T
he

Y
ou

n
g
L
ady’s

A
rithm

etic.
L
eom

in
ster,

1797

な
ど
で
あ
ろ
う
。
パ
イ
ク
と
相
並
ん
で
、
中
等
学
校
に
広
く
用
い
ら
れ
た
も
の
に
は
、
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　N
ath

an
D
ab

oll,
S
chool

M
astar’s

A
ssistan

t.
N
ew

L
on

d
on

,
1799

が
あ
っ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
次
の
結
論
に
到
達
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
ア
メ
リ
カ
の
算
術
は
、
独
立
戦
争
の
直
後
に
至
る

ま
で
、
そ
の
大
部
分
は
、
通
俗
百
科
全
書
的
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
日
常
生
活
に
直
接
に
必
要
な
実
用
算
術
で
、
し
か
も
そ
れ

は
主
に
母
国
の
飜
刻
書
だ
っ
た
。
新
政
府
樹
立
の
頃
に
現
わ
れ
た
パ
イ
ク
の
書
を
一
転
機
と
し
、
ア
メ
リ
カ
人
自
ら
の
算
術
書

が
多
く
出
版
さ
れ
て
、
イ
ギ
リ
ス
書
を
駆
逐
し
始
め
た
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
事
情
を
採
用
し
た
イ
ギ
リ
ス
系
商
業
算
術
が

主
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
支
配
階
級
に
排
斥
せ
ら
れ
、
普
通
教
育
に
さ
え
拒
ま
れ
て
、
低
級
な
る
商
業
学
校
と
下

層
階
級
の
人
々
に
育
て
上
げ
ら
れ
た
商
業
的
、
実
用
的
算
術
が
、
ア
メ
リ
カ
市
民
の
実
践
的
教
養
の
糧
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

基
礎
は
す
で
に
作
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
算
術
は
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
数
学
の
輸
入
に
よ
っ
て
、
一
般
学

制
の
改
革
に
よ
っ
て
向
上
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
感
化
に
よ
る
方
法
上
の
改
善
と
な
っ
て
、
イ
ギ
リ

ス
算
術
と
は
異
な
る
途
を
歩
み
始
め
た
。〔
小
倉
『
数
学
教
育
史
』
参
照
〕

　
　
註

(

1)
C
u
b
b
erley,

H
isto

ry

（
前
掲
）
四
六
三
頁
。

(

2)
K
arp

in
sk
i,
H
isto

ry

（
前
掲
）
一
六
○
頁
。
そ
の
一
節
に
い
う
。

“T
h
e
h
an

d
so
m
e
m
an

n
er

in
w
h
ich

th
at

w
ork

is
p
rin

ted
an

d
th
e
elegan

t
m
an

n
er

in
w
h
ich

it
is

b
ou

n
d
,
are

p
leasin

g

p
ro
of

of
p
ro
gress

w
h
ich

th
e
A
rts

are
m
ak

in
g
in

th
is

C
ou

n
try

······”
(

3)

同
上
の
書
一
七
五
頁
に
、
推
薦
状
の
写
真
を
載
せ
て
い
る
。
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(

4)

最
近
か
よ
う
に
断
定
す
る
こ
と
の
不
正
確
な
こ
と
が
知
れ
た
。
詳
し
く
はC
a
jori,

H
isto

ry
o
f
M
a
th
em

a
tica

l
N
o
ta
tio

n
s,

v
ol.

II,

19
2
9,

p
.
4
0
2

に
よ
る
ほ
か
、
他
に
方
法
は
な
い
。

　
つ
い
で
に
一
言
を
添
え
る
。
ド
ル
の
略
号
＄
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
ポ
ン
ドp

esos

の
略
字P

s

か
ら
来
た
。
以
前
に
は
種
々
の
異
説
が
あ
っ

て
、
合
衆
国(U

n
ited

S
tates)

のU
.S
.

か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
愛
国
的
の
説
や
、
南
米
ポ
ト
シ(P

otosi)

銀
山
の
ス
タ
ン
プ
の
略
号P

s
か
ら
き
た
と
か
い
う
説
も
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
弗
文
明
の
象
徴
た
る
＄
が
、
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
人
と
の
商
業
取
引
の
問
か
ら
生
ま
れ
た

こ
と
は
、
興
味
深
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。〔
本
書
中
の
「
数
学
奇
談
」
を
見
よ
。〕

思
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
は
、
金
銀
鉱
山
の
発
掘
を
主
と
し
て
、
政
府
の
独
占
的
干
渉
の
下
に
出
発
し
、
イ
ギ
リ
ス
植
民

地
は
、
農
業
を
主
と
し
て
、
政
府
の
間
接
な
る
後
援
の
下
に
出
発
し
た
。
そ
し
て
そ
の
土
地
の
上
に
生
ま
れ
た
算
術
は
、
あ
た

か
も
植
民
地
そ
の
も
の
と
同
様
に
、
内
容
に
お
い
て
も
、
発
達
の
過
程
に
お
い
て
も
、
非
常
な
る
相
違
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
私
は
次
の
結
論
に
到
達
す
る
。

少
な
く
と
も
、植
民
時
代
に
お
け
る
南
北
ア
メ
リ
カ
の
算
術
は
、「
究
極
に
お
い
て
、社
会
の
技
術
的
及
び
経
済
的
関
係
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
」
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
古
く
か
ら
こ
の
土
地
に
住
ん
で
い
た
諸
民
族
の
算
術
は
、
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
？
か
つ
て
、
結
び
目
数
宇

を
使
用
せ
る
イ
ン
カ
人
、
一
種
独
特
の
数
え
方
を
有
せ
る
北
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
人
と
ア
ヅ
テ
ク
人
、
驚
嘆
す
べ
き
位
の
原
則

を
最
初
に
発
見
せ
る
マ
ー
ヤ
人
―
―
彼
ら
征
服
さ
れ
た
諸
民
族
の
算
術
は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
？
『
カ
ー
ピ
ン
ス
キ
ー

書
目
』
に
は
、
一
部
の
掲
載
を
も
見
な
い
。
今
や
そ
れ
は
完
全
に
、
考
古
学
者
の
「
古
代
研
究
」
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

（
一
九
二
九
・
一
一
・
一
○
）

（「
思
想
」
昭
和
四
年
十
二
月
号
所
載
）
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（
数
学
史
研
究
第
一
輯
、
一
九
三
五
年
、
岩
波
書
店
、
所
載
）
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・『
数
学
の
社
会
性
』（「
小
倉
金
之
助
著
作
集
」
第
一
巻
、
勁
草
書
房
、
一
九
七
四
年
二
月
）
所
収
。

・読
み
や
す
さ
の
た
め
に
、
適
宜
振
り
仮
名
を
つ
け
た
。
た
だ
し
、
引
用
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

・P
D
F

化
に
はL AT

E
X
2ε

で
タ
イ
プ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、d

v
ip
d
fm

x

を
使
用
し
た
。

科
学
の
古
典
文
献
の
電
子
図
書
館
「
科
学
図
書
館
」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
a
m
.
h
i
-
h
o
.
n
e
.
j
p
/
m
u
n
e
h
i
r
o
/
s
c
i
e
n
c
e
l
i
b
.
h
t
m
l

「
科
学
図
書
館
」
に
新
し
く
収
録
し
た
文
献
の
案
内
、
そ
の
他
「
科
学
図
書
館
」
に
関
す
る
意
見
な
ど
は
、

「
科
学
図
書
館
掲
示
板
」

h
t
t
p
:
/
/
6
3
2
5
.
t
e
a
c
u
p
.
c
o
m
/
m
u
n
e
h
i
r
o
u
m
e
d
a
/
b
b
s

を
御
覧
い
た
だ
く
か
、
書
き
込
み
く
だ
さ
い
。

http://www.cam.hi-ho.ne.jp/munehiro/sciencelib.html
http://6325.teacup.com/munehiroumeda/bbs

